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世界の一流プレイヤーに使われ、世界のコートで

熱い視線を浴びてきたヨネヤマが、名前を変えま

した。いま、こころも新たにヨネックス。世界の

レベルを決めるプランドに、ふさわしい名前です。

グローバルな響きです。バドミントンを科学の目

でとらえるヨネヤマの、力強い変身。ヨネックス。

この 5文字が、ことばの違いを越え、国籍を越え

て、ひとびとの心をひとつに結びます。すでにも

う、世界のひとたちはかつてのヨネヤマをヨネッ

クスと、そう呼びはじめました。さあ、あなたも。

N00000
ハイステンレス

¥4′ 800(フ レーム・ケース付 )

¥5′ 400(ヨ ネックスシープ張上・ケース付 )

:頸ォ

国籍は出柔)ヨオックス。量篤しれ1。
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☆
第
二
回
訪
中
友
好
試
合
詳
報

友
好
深
め
た
三
度
目
の
訪
中
・

「Ｉ
Ｆ
加
盟
」
努
力
を
確
約
・

単
は
中
国
に
軍
配
、
複
は
互
角

成
長
し
た
中
国
の
選
手

座
談
会
＝
三
度
目
の
訪
中
を
ふ
り
か
え
っ
て

羽
毛
球
雑
記

体
当
た
り
実
戦
教
室

（第
八
回
）
小
島

一
平

第
１３
回
全
日
本
教
職
員
大
会
…
…
…
…
…
…
・

ビ
ギ
ナ
ー
ヘ
の
手
紙

（第
四
回
）
羽
戸
民
敦

★
全
日
本
高
校
選
手
権
大
会
特
集

男
子
は
正
強
、
女
子
は
新
潟
青
陵
に
栄
冠
…

勝
つ
も
敗
れ
る

笑
顔
が
こ
ば
れ
も
全
力
″

る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

喜
び
を
か
み
し
め
る

日
本
女
子
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
敗
る
＝
ア
ジ
ア
大
会
速
報

協
会
通
信

マ
ス
コ
ミ
の
と
ら
え
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

編
集
室
か
ら

・
事
務
局
通
信
…
…
…
…
・

＝
お
わ
び
＝

今
月
は
都
合
に
よ
り

「私
の
歩
ん
で
き
た
道
」

す
。
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大
会
を

ふ
り

か
え

っ
て

「
Ｉ
Ｆ
加
盟
」
努
力
を
確
約

育
て
た

″
老
朋
友
″
と
の
友
情

・
蹄
中
選
手
嗣

森

友

徳

兵

衛

私
が
選
手
達
と

一
緒
に
海
外

へ
出

た
の
は
昭
和
四
四
年
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

卜
杯
が
最
後
だ
っ
た
か
ら
、
今
度
の

訪
中
団
は
六
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

二
十
名
の
団
員
を
見
渡
し
て
大
正
生

れ
は
私

一
人
だ
っ
た
こ
と
に
先
ず
び

っ
く
り
し
た
。
今
迄
は
高
倉
、
伊
藤

（基
）さ
ん
、
或
い
は
今
井
、
相
場
、

内
藤
さ
ん
と
い
っ
た
人
達
が

一
緒
だ

っ
た
の
だ
が
、
何
か
私
だ
け
皆
と
の

間
に
仕
切
ら
れ
た
よ
つ
に
感
じ
た
の

も
年
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。
元
来
私
は

皆
の
中
に
混
り
た
い
性
質
な
の
で

一

寸
見
て
団
長
だ
と
悟
ら
れ
な
い
よ
つ

な
立
場
で
い
る
の
が
好
も
し
か
っ
た
。

し
か
し
訪
間
先
が
規
律
と
秩
序
を

重
ん
ず
る
国
で
あ
っ
た
し
、
責
任
者

の
責
任
が

一
段
と
重
要
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
よ
う
に
遇
す
る
こ
と
に
徹
し

て
い
る
国
柄
は
判
っ
て
い
た
の
で
、

羅
胡

（香
港
側
）
と
深
川
（中
国
側
）

の
境
の
鉄
橋
を
歩
く
と
き
か
ら
、
帰

路
同
じ
道
を
渡
る
と
き
ま
で
団
長
、

両
総
務
、
監
督
、
両
コ
ー
チ
、
女
子

選
手
、
男
子
選
手
の
隊
列
を
整
え
た
。

こ
の
点
は
平
素
の
訓
練
が
全
く
な
い

に
等
し
い
連
中
と
し
て
は
九
十
点
を

上
げ
て
よ
い
程
の
も
の
で
あ
っ
た
。

上
意
下
達
、
下
意
上
達
は
、
競
技

に
関
す
る
全
て
を
両
コ
ー
チ
を
選
手

と
の
連
絡
者
と
し
て
監
督
を
通
じ
て

私
に
、
競
技
以
外
は
全
て
伊
藤
（鉱
）

総
務
が
私
へ
の
窓
口
と
な
っ
た
。
森

総
務
は
団
の
外
務
大
臣
と
し
、
小
林
、

竹
市
両
派
遣
員
と
も
伊
藤
氏
が
ま
と

め
て
私
に
連
絡
す
る
と
い
う
仕
組
を

作
っ
た
。
こ
の
段
取
り
は
判
り
易
く

て
成
功
し
た
と
思
つ
。
特
に
私
は
二

人
の
有
能
な
パ
イ
プ
役
で
万
事
足
り

る
の
で
大
変
楽
で
あ
っ
た
と
感
謝
し

て
い
る
。
帰
途
、
広
州
に
は
十

一
日

に
着
き
、
十
二
、
十
三
日
と
試
合
、

十
四
日
発
の
き
び
し
い
日
程
だ
っ
た

の
で
、
監
督
、　
コ
ー
チ
、
選
手
は
練

習
と
食
事
、
休
養
の
時
間
が
中
心
と

な
る
の
で
、
史
蹟
見
学
な
ど
の
消
化

に
は
二
班
に
分
け
て
私
と
総
務
、
視

察
員
の
班
が
当
る
な
ど
分
割
行
動
を

と
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

遠
征
日
程
は
七
月
二
日
東
京
発
香

港
泊
。
三
日
よ
り
九
日
ま
で
北
京

（友
誼
賓
館
）。
九
日
よ
り
十

一
日
上

海

（上
海
大
境
）。
十

一
日
よ
り
十
四

日
広
州

（東
方
賓
館
）
で
あ
っ
た
。

夜
の
歓
迎
宴
の
あ
っ
た
四
日
昼
す
ぎ

に
ロ
ン
ド
ン
ー
東
京
―
北
京
の
電
報

が
入
っ
て
、
中
国
の
ア
ジ
ア
競
技
大

会
参
加
承
認
の
報
を
つ
け
、
宴
直
前

の
趙
正
洪
氏
ほ
か
要
人
と
の
会
談
に

間
に
合
っ
た
。
北
京
を
離
れ
る
前
夜

の
八
日
に
新
彊
飯
店
で
答
礼
宴
を
開

い
た
。
こ
の
日
秋
本
選
手
Ｘ
回
目
の
誕
生

日
に
当
り
、
趙
正
洪
主
賓
以
下
出
席

者
の
祝
福
を
つ
け
た
。
宿
合
か
ら
秋

本
嬢
に
大
き
な
ケ
ー
キ
が
贈
ら
れ
チ趙正洪氏との会談
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―
ム
で
改
め
て
お
祝
い
し
た
。
当
初

武
漢
で
試
合
が
組
ま
れ
て
い
た
が
、

種
々
の
事
情
で
割
愛
さ
れ
残
念
で
あ

っ
た
。
今
回
の
遠
征
の
目
的
に
つ
い
て
は

い
わ
ゆ
る

一
に
友
好
、
二
に
競
技
と

い
う
二
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
が
、
私

は
チ
ー
ム
に
対
し
て

″友
好
第

一
、

競
技
第

一
″
と
い
う
妙
な
す
り
替
え

を
指
示
し
た
。
つ
ま
り
両
方
の
目
的

が
同

一
の
比
重
で
あ
る
と
言
い
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
競
技
の
面

に
つ
い
て
は
、
特
に
訪
中
並
び
に
事

後
引
続
く
遠
征
、
対
外
試
合
は
全
て

明
年
の
ユ
杯
防
衛
目
的
達
成
に
資
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
、
ま
た
勝
敗
よ
り
も
コ
ー
ト
で
自

分
自
身
の
全
て
を
出
し
つ
く
せ
た
か

否
か
を
間
つ
と
指
示
し
て
出
発
し
た
。

こ
の
点
幾
多
の
異
論
は
あ
る
と
思

う
。
私
個
人
の
立
場
か
ら
見
る
と
、

こ
の
遠
征
を
き
っ
か
け
に
期
待
を
新

た
に
確
一定
し
て
く
れ
た
選
手
や
、
シ

ン
グ
ル
ス
に
再
度
意
欲
を
持
っ
た
選

手
な
ど
プ
ラ
ス
面
が
多
く
、
反
面
期

待
外
れ
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
っ
た
し
、

押
し
な
べ
て
今
度
の
遠
征
を
通
し
て

明
年
へ
の
方
向
づ
け
と
い
う
点
で
得

る
も
の
が
極
め
て
多
か
っ
た
と
い
え

る
。
し
か
し
用
具
に
つ
い
て
工
場
見

学
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
非
常
に

痛
か
っ
た
。
特
に
ガ
ッ
ト
の
製
造
工

場
を
見
る
機
会
を
失
し
て
北
京
を
離

れ
た
こ
と
が
残
念
で
、
や
む
な
く
次

回
訪
中
の
役
員
に
託
す
よ
り
外
は
な

か
っ
た
。

肝
心
の
競
技
成
績
は
男
子
が

一
勝

二
敗

一
分
け
、
女
子
が

一
勝

一
敗
二

分
け
で
終
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
、
採

点
を
八
〇
～
八
五
点
と
し
た
。

も
つ
一
つ
の
大
き
な
遠
征
目
的
の

友
好
関
係
の
増
進
に
つ
い
て
は
両
総

務
、
特
に
森
氏
の
努
力
で
期
待
以
上

の
成
果
を
納
め
得
た
も
の
と
確
信
し

て
い
る
。
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
も

昨
年
訪
日
チ
ー
ム
を
札
幌
で
熱
烈
歓

迎
し
た
小
飼
氏
、
同
じ
く
名
古
屋
で

の
伊
藤
氏
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
中
国

側
で
は
既
に
熟
知
し
て
い
た
こ
と
は

幸
い
で
あ
っ
た
と
思
つ
。
伊
藤
氏
は

ま
た
香
港
八
ヵ
国
競
技
会
で
生
国
の

Ｉ
Ｆ
加
盟
に
つ
い
て
ア
ジ
ア
諸
国
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
こ
と
、
そ
の
成

果
が
ち
ゃ
ん
と
報
告
さ
れ
て
い
た
。

孫
藍
女
史

（訪
日
団
長
）
に
も
会

場
で
お
会
い
し
た
。
三
回
会
え
ば
ラ

オ
ポ
ン
ユ
ー

（老
朋
友
）
に
な
る
と

い
わ
れ
る
こ
の
国
で
は
、
理
解
し
合

い
、
助
け
合
う
友
人
が

一
人
で
も
多

く
増
え
る
こ
と
が
喜
ば
れ
る
。
広
州

▽
第

一
戦

（
７
月
５
日
）

中
　
　
　
国

▽
第
二
戦

（
７
月
７
日
）

中
　
国

（青
年
隊
）

▽
第
二
戦

（
７
月
１２
日
）

中
　
国

（
広
州
隊
）

▽
第
四
戦

（
７
月
１３
日
）

で
は
昭
和
四
〇
年
五
月
の
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
出
場
し
た
当
時
の
女
子
軍
ナ
ン

バ
１
２
の
リ
ャ
ン
・
シ
ャ
ン
・
ム
ー

が
、
日
本
の
中
山
夫
人
と
同
様
女
子

チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
に
な
っ
て
い
て
、

二
人
は
そ
の
時
以
来
の
空
白
を

一
度

に
埋
め
な
が
ら
楽
し
げ
に
話
合
っ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
懐
し
い
出
合
い

が
老
朋
友

へ
の
導
入
と
な
る
の
で
あ

ろ
う
。
各
地
に
お
い
て
中
国
側
か
ら

Ｉ
Ｆ
加
盟
に
対
し
て
の
日
本
の
努
力

に
つ
い
て
感
謝
さ
れ
、
団
か
ら
は
各

地
で
中
国
の
Ｉ
Ｆ
加
盟
実
現
に
引
続

き
今
後
も
努
力
を
傾
注
す
る
こ
と
を

確
約
し
た
。　
こ
の
や
り
と
り
が
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
に
於
け
る
日
中
の
結
び
つ

き
を
よ
り
強

い
も
の
に
し
た
こ
と
と

信
し
て
い
る
。

二
十
名
の
日
本
人
が
新
生
中
国
を

理
解
し
て
帰
国
し
、
こ
の
二
十
名
を

通
し
て
多
く
の
中
国
人
が
現
在
の
日

本
の
一
面
を
知
っ
た
。
私
は
こ
の
効

果
を
百
十
五
～
百
二
十
点
と
評
価
し

て
、
競
技
面
の
点
数
と
合
計
し
て
二

百
点
の
満
点
を
つ
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。

４

１

２

　

日

４

１

４

　

日

４

１

４

　

日

中
　
国

（福
建
隊
）

５
１
３
　
日

（通
算
成
績
は
日
本
の
２
分
け
２
敗
）

第 2回訪中選手団
団長
森友徳兵衛
(日 本 協 会 副 会 長 )
総 務

伊 藤  鉱 一
(日 本 協 会 常 務 理 事 )
森    武
(日 中文化交流協会参与 )
視 察 員
小 林  範夫
竹市  行 男
監 督
小飼  栄 一
(日 本協 会常 務理 事 )
コーチ

堺   栄 一
中山  紀子
選 手
池 田 信孝
(電電 東京 )
栂 野尾 昌一
(ヨ ネックススポーッ )
今 泉   勉
(高 岡市役 所 )
谷 口   寛
(ト ヨ タ 自 工 )

田 所  光 男
(電電 東京 )
鍼 谷 欽 治
(中央 大学 )
湯 木  博 恵
(河崎 ラケ ッ ト)
竹 中  悦子
(ヨ ネックススポーツ )
池 田 美加
(河崎 ラケ ッ ト)
塩崎  睦子
(志貴野 高教 諭 )
秋本 八代 美
(日 本体育 大学 )
徳 田 敦 子
(四 条畷学 園短 大 )

十三陵での
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単
は
中
国
に
軍
配
、
複
は
互
角

四
戦
の
結
果
を

分
析
す
れ
ば

◇
第

一
戦

（七
月
五
日
　
首
都
体
育

館

・
観
衆

一
万
八
千
人
）

▽
男
子

李

芳

２

劉

一眼
２

爾 ■ lo 0
1 1 1 1 1
3 5 3 1210

爾 曾 爾 爾
| | | | | | | |
り り り じ

綸鼎
劉里

芳珍 浩玲

田木 本崎

中　国―
（鮮０‐‐‐‐‐）２日　本

湯
仙
虎

２

方
凱
待

１

攀

・

▽
女
子
中　国３
（鮮２‐―‐００）０日

極杢摯瞑２
（‐‐１１６‐‐１３４‐‐）１
湯

紙祖勝
２
⌒‐５‐５‐‐２９）０
臨

森稚融
２
（‐５‐５‐‐３‐０）０
溺

衝128衝耐 爾
| | | | | | | |
哩 Wじ
2      2     0

曾普  :  醤田木 本崎

〔男
子
評
〕
　
銭
谷
―
方
凱
祥
は

多
分
に

″友
好
試
合
″
だ
っ
た
に
し

ろ
、
若
い
銭
谷
に
勝
ち
味
を
お
ぼ
え

さ
せ
て
も
ら
っ
た
、
と
見
た
い
。
と

は
い
え
、
銭
谷
も
好
プ
レ
ー
だ
っ
た
。

と
く
に
フ
ォ
ア
の
ス
ト
ロ
ー
ク
が
安

定
し
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
も
よ

く
拾
い
、
フ
ラ
イ
ト
が
低
か
っ
た
。

こ
の
ほ
か
の
勝
因
は
フ
ル
ゲ
ー
ム
に

持
ち
込
め
た
か
ら
で
、
フ
ァ
イ
ナ
ル

ゲ
ー
ム
は
６
１
９
か
ら
タ
イ
と
し
９

‐
‐２
と
さ
れ
た
あ
と

一
気
に
１４
‐
‐２

と
逆
転
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
方
凱
祥
と

も
思
え
な
い
ほ
ど
の
イ
ー
ジ
ー
ミ
ス

が
目
立
ち
、
こ
の
点
が
″友
好
試
合
″

と
思
わ
れ
た
。

池
田
組
の
白
星
も
大
き
い
。
先
行

さ
れ
な
が
ら
若
手
の
庚
を
ね
ら
っ
て

ミ
ス
を
誘
っ
た
。
１３
‐
Ｈ
か
ら
追
い

上
げ
ら
れ
て
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ

た
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
は
、
常
に
先

手
を
握
っ
て
離
さ
な
か
っ
た
の
が
よ

か
っ
た
。

〔女
子
評
〕
　

第

一
試
合
の
湯
木

―
梁
秋
霞
を
注
目
し
た
が
、「
タ
マ
コ

さ
ん

（陳
玉
娘
の
愛
称
）
と
や
り
た

い
」
と
か
ね
が
ね
い
っ
て
い
た
湯
木

の
思
惑
外
れ
か
ら
意
外
な
結
果
が
飛

び
出
し
た
。
今
年
の
全
英
で
の
２
度

目
の
シ
ン
グ
ル
ス
に
優
勝
し
た
湯
木

は
、
第
１
ゲ
ー
ム
こ
そ
す
ば
ら
し
い

試
合
運
び
を
見
せ
た
が
第
２
ゲ
ー
ム

で
奮
起
し
た
梁
に
押
し
切
ら
れ
て
し

ま
つ
た
。
ま
だ
気
分
屋
的
な
と
こ
ろ

が
抜
け
て
い
な
い
。

丘
玉
芳
組
に
塩
崎
組
は
荷
が
重
す

ぎ
陳
組
―
湯
木
組
に
期
待
し
た
が
、

こ
の
ペ
ア
の
弱
点
を
突
か
れ
た
。
池

田
の
攻
守
に
サ
エ
が
も
つ
ひ
と
つ
見

れ
な
か
っ
た
の
が
そ
れ
。
第
１
ゲ
ー

ム
、　
一
度
は
６
１
５
と
リ
ー
ド
し
た

◇
第
二
戦

（七
月
七
日
　
工
人
体
育

館

・
観
衆
八
千
人
）

▽
男
子

が
そ
の
後
７
ポ
イ
ン
ト
連
取
さ
れ
て

は
苦
し
い
。
こ
の
あ
た
り
が
問
題
点

だ
。
第
２
ゲ
ー
ム
も
ミ
ス
の
連
続
で

立
ち
直
る
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
か

っ
た
の
は
残
念
。

（評

・
竹
市
）

（６７‐―‐５‐５）２
価

⌒６６‐―‐５‐５）２
鵬

〔男
子
評
〕
　

青
年
隊

（ジ
ュ
ニ

ア

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
）
だ
け

に
両
国
選
手
と
も
力
い
っ
ぱ
い
の
プ

レ
ー
を
し
た
。
女
子
も
そ
う
だ
が
、

と
も
に
単
を
落
し
複
に
勝
つ
と
い
う

の
は
、
現
在
の
日
中
の
実
力
の
特
長

を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
第

一
試

合
の
銭
谷
は
馬
力
の
あ
る
陳
新
輝
の

強
打
に
ま
と
も
に
対
抗
し
て
し
ま
っ

た
。
ま
だ
相
手
を
見
て
か
わ
す
と
こ

ろ
ま
で
の
ズ
ル
さ
が
な
い
が
、
若
手

の
成
長
株
と
し
て
は
、
敗
れ
て
も
好

内
容
の
試
合
だ
っ
た
。
逆
に
ベ
テ
ラ

ン
の
今
泉
が
十
八
歳
の
林
詩
鐙
に
第

１
ゲ
ー
ム
で
８
１
４
と
リ
ー
ド
し
な

が
ら
５
ポ
イ
ン
ト
も
許
し
た
の
は
ど

う
し
た
こ
と
か
。
第
２
ゲ
ー
ム
も
４

１
１０
で
は
ば
ん
回
不
可
能
だ
。

こ
の
日

一
番
の
出
来
は
田
所
組
。

田
所
が
前
で
つ
な
ぎ
、
長
身
の
谷
口

が
よ
く
決
め
た
。
ス
マ
ッ
シ
ュ
に
角

度
が
あ
り
黎
組
を
突
き
放
し
た
。
ペ

ア
ワ
ー
ク
も
よ
く
、
ト
マ
ス
杯
に
も

起
用
し
た
い
ペ
ア
だ
。

〔女
子
評
〕
　

竹
中
は
ど
う
も
競

り
合
い
に
弱
い
。
こ
ん
な
選
手
で
は

な
い
が
、
ど
こ
か
故
障
で
も
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
第
１
ゲ
ー
ム
は
大
揺
れ
。

李
が
６
１
１
と
す
る
と
今
度
は
竹
中

に
ペ
ー
ス
が
移
り
６
ポ
イ
ン
ト
の
連

取
。
１０
オ
ー
ル
の
セ
ン
ア
イ
ン
グ
で

ミ
ス
を
２
つ
犯
し
た
。
第
２
ゲ
ー
ム

も
９
オ
ー
ル
か
ら
１
本
取
ら
れ
た
あ

と
粘
っ
て
も
の
に
し
た
が
、
ふ
ん
ば

り
も
こ
こ
ま
で
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
は
３

１
５
か
ら

一
方
的
に
敗
れ
た
。
ス
タ

ミ
ナ
が
な
く
疲
れ
が
出
だ
し
た
の
か
。

徳
田
に
は
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
か
せ
ず
常
に
タ

マ
を
横
の
低
い
と
こ
ろ
で
打
つ
。
劉

霞
に
左
右

へ
振
ら
れ
る
と
お
手
上
げ

身
上
の
強
打
も
全
く
見
ら
れ
ず
し
ま

い
と
は
情
な
い
。
塩
崎
組
は
小
柄
の

秋
本
が
ハ
ッ
ス
ル
、
塩
崎
も
よ
く
動

い
て
好
シ
ョ
ッ
ト
を
連
発
し
た
。
相

手
が
十
九
歳
の
何
翠
玲
、
十
八
歳
の

劉
浩
と
若
い
だ
け
に
イ
ー
ジ
ー
ミ
ス

が
多
か
っ
た
。
　
　
　
（評

。
竹
市
）

中　国２
（蝉０２‐１２０）２日　本

中　国２
⌒鮮０２‐１２０）２日　本

陳
新
輝

２

林詩鈴
２

腰爵血
０

雛

ｏ

▽女子

０

銭

谷

０

今

泉

２
御　．晰

２
躙野馴

１

竹

中

０

徳

　
田

本木



(「 中国のパ ドミン トン」から)

侯カロ昌のジャンプスマッシュ◇
第
二
戦

（七
月
十
二
日
　
広
州
体

育
館

・
観
衆
五
千
人
）

▽
男
子
中　国３
（鮮‐２‐―‐０）‐日　本

方凱祥
２
（‐５‐５‐‐４８）０
栂野尾

庚耀東２（‐５‐５‐２‐‐‐４７‐５）・銭　谷

雌軸嚇．（３‐５２‐‐―‐５‐２‐５）２徊　晰

¨̈『一　２⌒‐５‐５‐‐３‐‐）０鰤̈野酬一

中　国―
⌒碑０‐‐‐２‐）３日　本

潜
祝
英

０

未
超
琴

２

酸融哺
０

締翻黎
０

〔男
子
評
〕
　

大
ベ
テ
ラ
ン
、
方

凱
祥
の
疲
れ
を
知
ら
な
い
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
攻
撃
。
全
く
頭
の
下
が
る
大
選

手
だ
。
栂
野
尾
も
決
し
て
悪
く
は
な

か
っ
た
が
、
方
凱
祥
の
気
迫
と
場
内

に
流
れ
込
む
風
を
気
に
し
す
ぎ
た
よ

う
だ
。
銭
谷
は
第
１
ゲ
ー
ム
で
Ｈ
Ｉ

‐２
か
ら

一
気
に
逆
転
、
逃
げ
切
っ
た

も
の
の
、　
コ
ー
ト
が
変
わ
る
と
ミ
ス

が
目
立
っ
た
。
風
と
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
、

ハ
イ
ク
リ
ア
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
手
首

の
硬
さ
が
目
立
ち
球
足
が
伸
び
す
ぎ

た
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
、
３
１
８

で
コ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
は
苦
し
す
ぎ
た
。

日
所
組
は
第
二
戦
同
様
に
好
調

第
１
ゲ
ー
ム
は
田
所
の
前
さ
ば
き
の

よ
さ
、
谷
回
の
強
打
と
い
い
と
こ
ろ

を
十
三
分
に
出
し
切
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
方
凱
祥
の
若
手
の

鍛
え
方
は
す
ご
い
。
パ
ー
ト
ナ
ー
、

庚
耀
東
が
取
る
球
を
見
の
が
し
、
方

凱
祥
が
飛
び
込
ん
で
ポ
イ
ン
ト
し
た

と
き
、
血
相
を
赤
え́
て
庚
耀
東
を
叱

り
つ
け
て
い
た
。
温
厚
な
彼
の
他
の

一
面
。
あ
れ
く
ら
い
に
し
な
け
れ
ば

い
い
若
手
が
育
た
な
い
、
と
思
い
知

ら
さ
れ
た
。

〔女
子
評
〕
　

湯
木
が
貫
録
勝
ち

8479117H58
1 1 1 1 111 1 1
1515 1515 7 11 2 11 11

2    2     1     2

池湯 秋塩  竹  湯

田木 本崎

し
た
あ
と
竹
中
が
ま
た
苦
戦
し
た
。

第
１
ゲ
ー
ム
は
０
１
８
。
と
て
も
考

え
ら
れ
な
い
ス
コ
ア
だ
。
風
は
か
な

り
影
響
し
た
が
、
そ
れ
は
相
手
の
朱

に
と
っ
て
も
同
じ
条
件
。
最
近
、
複

に
主
力
が
移
り
、
単
の
試
合
運
び
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
単
複
を
同

じ
ぐ
ら
い
に
こ
な
せ
る
技
量
、
経
験

は
あ
る
は
ず
だ
が
…
。　
ユ
ー
バ
ー
杯

で
湯
木
に
続
く
単
要
員
だ
け
に
奮
起

を
望
み
た
い
。
塩
崎
組
は
２
ゲ
ー
ム

と
も
逆
転
勝
ち
と
粘
り
が
あ
る
。
さ

し
て
特
色
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が

コ
ー
ト
カ
バ
リ
ン
グ
の
広
さ
、
球
に

食
い
下
が
る
執
蒼
心
と
も
に
日
本
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
持
つ
特
色
を
見
せ

て
い
た
。
と
く
に
第
２
ゲ
ー
ム
の
二

度
に
わ
た
る
６
ポ
イ
ン
ト
連
収
は
相

手
に
立
ち
直
ら
す
ス
キ
を
与
え
な
い

速
攻
で
見
事
だ
っ
た
。
湯
木
組
も
湯

木
が
決
め
る
形
で
な
く
池
田
に
打
た

せ
、
ま
た
彼
女
に
几
ミ
ス
が
な
か
っ

た
の
で
楽
勝
し
た
。

（評

・
竹
市
）

斡
麟

・ 終
麟
衆
（砒
刊
居
ｔ
日
　
広
州
体

　
丘
玉
玲

２

（‐‐‐‐
‐ ‐
２．
）
０

徳
　
田

中
男
』
３

（鮮
２ ‐
目
０ ‐
）
‐
日
　
本

　
紙
柾
勝

．

（８９‐５
田
‐５‐５‐‐
）
２

磁
　
琳

陳
新
輝

２

（・５‐５
‐ ‐
４ ２
）
０

今
　
泉
　
征
置
餅
一
２

（‐５ ‐５
‐ ‐
２ ５
）
０

維
　
一補

察子敏
０
（９８‐―‐５．５）２
銭　谷
　出場〔鵬嬌研著́
講律耐狂μ知“

麒難翻
２
⌒‐５‐５‐‐・・７）０
枷野馴
　
魯け剛“射』”独銀初卿口“け

醜衛鱗
２
（・５‐５３‐‐―‐０２‐５）・
徊　晰
　
購一はげ群
ノ、首侵知悧社略凄一／む

シ
ュ
が
打
て
れ
ば
角
度
が
つ
い
て
エ

▽
女
子

ン
ド
を
割
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と

中
　
一国
２

（群
Ｈ
‐ ‐
Ｈ
）
２
日
　
本

　
田
や
つ
ら

竜
宝
宝

１

2127
1 1 1
111111

2

竹

中

一
戦
ご
と
に
力
を
つ
け
た
銭
谷
が

ま
た
快
勝
し
た
。
第
１
ゲ
ー
ム
は
１５

ポ
イ
ン
ト
の
つ
ち
自
か
ら
攻
撃
し
て

握
っ
た
の
が
９
ポ
イ
ン
ト
。

い
か
に

蜃
匡



攻
撃
が
最
大
の
防
御
―
か
を
見
せ
た
。

ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ

・
ス
マ
ッ
シ
ュ
も
手

首
の
返
し
が
よ
く
鋭
く
コ
ー
ト
を
突

い
た
。
ま
た
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
も
落
ち

着
い
て
お
り
、
相
手
の
プ
ラ
イ
ン
ド

・
サ
イ
ド
に
送
っ
て
い
た
。
明
暗
の

分
岐
点
は
第
２
ゲ
ー
ム
、
８
オ
ー
ル

か
ら
銭
谷
の
ハ
イ
ク
リ
ア
を
一祭
子
敏

が
見
逃
し
た
。
こ
れ
が
オ
ン
・
ラ
イ

ン
に
落
ち
て
か
ら
銭
谷
が

一
気
に
強

気
に
出
た
。
最
後
は
相
手
の
ヘ
ア
ピ

ン
・
シ
ョ
ッ
ト
を
プ
ッ
シ
ュ
し
て
白

星
を
不
動
に
し
た
。
池
田
組
は
第
１

ゲ
ー
ム
の
ミ
ス
が
痛
か
っ
た
。

田
所
組
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム

で
攻
め
急
ぎ
す
ぎ
た
。
１０
１
７
と
り

―
ド
し
て
い
る
だ
け
に
あ
わ
て
て
強

攻
す
る
手
は
な
か
っ
た
の
に
…
。
こ

の
１
敗
で
引
き
分
け
の
可
能
性
が
消

え
た
の
が
惜
ま
れ
れ

〔女
子
評
〕
　
湯
木
組
が
生
国
Ｎ

０
１
の
丘
組
に
何
度
か
の
こ
う
着
状

態
を
乗
り
切
っ
て
快
勝
す
れ
ば
、
自

星
の
な
か
っ
た
竹
中
が
や
っ
と
初
勝

利
の
収
穫
は
大
き
か
っ
た
。
湯
木
組

は

一
般
的
に
池
田
が
つ
な
ぎ
湯
木
が

決
め
る
と
思
わ
れ
勝
ち
だ
が
、
そ
の

実
逆
の
パ
タ
ー
ン
の
方
が
快
調
だ
。

こ
の
試
合
に
関
す
る
か
ざ
り
理
想

型
の
試
合
だ
っ
た
。
池
田
の
ダ
ッ
シ

ュ
が
よ
く
常
に

一
歩
踏
み
込
ん
だ
体

勢
か
ら
打
っ
て
い
た
。
そ
う
な
る
と

自
然
と
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
も
よ
く
、
ス

マ
ッ
シ
ュ
に
も
鋭
い
高
打
点
速
攻
が

出
る
。
８
１
７
で
コ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ

し
た
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
グ
ー
ム
は
、
丘

玉
芳
が
サ
ー
プ
を
強
襲
し
よ
つ
と
あ

せ
っ
た
の
が
効
い
た
。
湯
木
、
池
田

と
も
に
こ
の
日
の
パ
タ
ー
ン
を
工心
れ

ず
に
今
後
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

竹
中
は
ま
た
も
つ
れ
た
が
、
６
１
０

で
コ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
。
ス
ト
レ
ー
ト

で
片
づ
け
る
ペ
ー
ス
配
分
を
研
究
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
け

の
技
量
は
あ
る
と
思
う
が
・‥
。
塩
崎

組
は
塩
崎
の
発
熱
で
足
が
出
ず
敗
れ

て
し
ま
っ
た
。
失
望
し
た
の
は
徳
田
。

相
手
の
ミ
ス
で
し
か
得
点
出
来
な
い

の
で
は
恥
し
い
。　
コ
ー
ト
に
入
っ
て

上
気
し
、
息
使
い
が
荒
い
よ
つ
で
は

自
分
の
プ
レ
ー
は
出
来
な
い
。
国
内

的
に
は
現
在
の
力
で
押
す
形
で
通
用

す
る
が
、
国
際
試
合
で
は
そ
う
簡
単

な
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
第
二
戦
の

時
も
そ
う
だ
が
、
何
故
完
敗
し
て
し

ま
っ
た
の
か
が
わ
か
っ
て
い
な
い
よ

う
だ
。
若
い
だ
け
に
心
技
と
も
も
っ

と
ど
ん
欲
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

今
回
の
経
験
を
生
か
し
今
後
の
相
当

苦
し
い
基
本
練
習
を
繰
り
返
さ
な
い

と
こ
の
ま
ま
で
終
っ
て
し
ま
い
そ
う

だ
。

（評

。
竹
市
）

陳玉娘のネット(「中国のパ ドミントン」から)

第一戦の第一ゲーム開始直前
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え
つ

て  |

七
月
二
日
、
羽
田
空
港
に
集
合
し

た
選
手
団
は
、
皆
旅
な
れ
た
様
子
で
、

私
も
気
楽
な
旅
立
ち
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
が
三
日
早
朝
に
香
港
の
九
竜
駅

か
ら
中
華
人
民
共
和
国
の
人
境
地
で

あ
る
深
釧
駅
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
我

々
役
員
の
間
に
緊
張
感
が
で
て
き
た

様
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
中

文
化
交
流
協
会
の
森
さ
ん
以
外
、
初

訪
中
で
あ
り
責
任
上
当
然
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
に
ひ
き
か
え
選
手
た

ち
は
初
訪
中
の
銭
谷
、
塩
崎
、
徳
田

を
含
め
、
く
っ
た
く
が
な
く
、
好
対

照
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

深
川
で
の
人
境
は
思
っ
て
い
た
ほ

ど
き
び
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
小
さ
な
橋
を
渡
り
な
が

ら
五
星
紅
旗
と

「毛
王
席
万
オ
」
の

文
字
が
眼
に
入
っ
た
時
、
あ
あ
中
国

に
来
た
と
い
う
実
感
が
わ
き
ま
し
た
。

広
州
行
き
の
列
車
は
至
極
快
適
で

エ
ア
ー
コ
ン
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ

ー
ト
で
乗
務
員
が
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
く
れ
、
汽
車
の
旅
を
楽
し
み
な

が
ら
広
州
に
着
き
ま
し
た
。

「暑
い
」
こ
れ
が
広
州
で
の
第

一
印

象
、
そ
し
て
心
の
こ
も
っ
た
歓
迎
、

中
国
的
表
現
で
は

「熱
烈
歓
迎
」
と

な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
中
国

滞
在
中
ど
こ
で
も
受
け
た
暖
か
い
雰

成
長
し
た
中
国
の
若
手

●
肺
中
選
手
綱

小
飼
栄

一

囲
気
で
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
ス
キ
ン
・
シ
ッ
プ
は
ど

れ
だ
け
言
葉
の
障
害
を
取
り
除
き
友

好
を
深
め
た
か
は
計
り
し
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

広
州
で
世
界
の
珍
果

「
レ
イ
シ
」

を
御
馳
走
に
な
り
再
会
を
約
し
て
主

都

「北
京
」
に
向
い
ま
し
た
。

北
京
空
港
に
は
昨
年
来
日
し
た
、

多
く
の
選
手
た
ち
の
出
迎
え
を
受
け

「老
朋
友
」
と
し
て
な
つ
か
し
が
ら

れ
、
非
常
に
う
れ
し
い
一
瞬
で
し
た
。

（頂
省
の

「北
京
友
誼
書
循
ど

で
の

晩
餐
会
も
な
ご
や
か
に
終
り
、
各
部

室
に
落
着
い
た
の
は
夜
半
を
過
ぎ
て

か
ら
で
し
た
。
長
い
印
象
深
い
、
そ

し
て
意
義
深
い
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

四
日
午
前
中
、
選
手
は
主
都
体
育

館
で
練
習
、
役
員
は
日
程
会
談
を
行

い
、
昼
食
後
、
第

一
戦
の
オ
ー
ダ
に

交
換
を
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
・

コ
ー
チ
の
陳
福
寿
先
生
と
私
と
界
、

中
山
両
コ
ー
チ
と
で
会
談
し
、
男
子

に
つ
い
て
は
異
論
な
く
決
ま
り
ま
し

た
が
、
女
子
の
単
に
つ
い
て
は
湯
木

に
対
し
て
陳
玉
娘
を
指
名
し
た
と
こ

ろ
彼
女
は
現
在
体
育
総
会
の
書
記
の

要
職
に
あ
り
多
忙
の
た
め
練
習
不
足

と
身
体
の
不
調
を
理
由
に
こ
と
わ
ら

れ
、
梁
秋
霞
と
対
戦
す
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。

オ
ー
ダ
ー
交
換
後
、
天
安
門
で
代

表
さ
れ
て
い
る

「故
宮
」
を
見
学
し

午
後
七
時
よ
り

「北
京
ダ
ッ
ク
」
の

料
理
で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ

れ
、
こ
こ
で
陳
玉
娘
が
メ
イ
ン
・
テ

ー
ブ
ル
に
着
席
し
て
い
る
こ
と
で
彼

女
が
選
手
よ
り
も
役
員
と
し
て
待
遇

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

翌
日
の

「中

。
日
羽
毛
球
友
誼
比

賽

（試
合
と
の
歓
迎
式

（開
会
式
）

で
も
い
彼
女
は
主
賓
台
に
着
席
し
て

お
り
、
し
か
も
北
京
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
々
長
よ
り
も
上
席
に
い
る
こ
と

か
ら
も
、
か
な
り
の
要
職
に
つ
い
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
我
々
に
と
っ
て
非
常

に
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
中
国

体
育
総
会
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
特
段

の
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
い
知

る
こ
と
が
出
来
、
し
か
も
女
子
に
焦

占
ザ
」合
せ
て
い
る
無
気
味
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

主
都
体
育
館
で
の
第

一
戦
は
中
国

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
と
行
い
、
工

人
体
育
館
で
の
第
二
戦
は
中
国
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ー
ム
、
広
州
市
体
育
館
で
の

第
二
戦
は
広
東
省
チ
ー
ム
、
第
四
戦

は
福
建
省
チ
ー
ム
と
そ
れ
ぞ
れ
対
戦

し
友
好
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来

.411   ●
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ま
し
た
。

成
績
と
詳
細
の
記
録
、
技
術
等
に

つ
い
て
は
、
界
、
中
山
の
両
コ
ー
チ

が
く
わ
し
く
分
析
し
、
今
後
の
強
化

に
役
立
て
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
総
評
し
ま
す
と
、
日
本
選
手

の
主
力
は
実
業
団
大
会
の
直
後
の
参

加
の
た
め
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。　
一

部
に
追
力
、
気
力
に
欠
け
た
プ
レ
ー

が
散
見
さ
れ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

し
か
し
大
部
分
の
選
手
は
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
味
を
活
か
し
た
プ
レ
ー
に
よ

り
大
き
な
成
果
を
収
め
た
こ
と
が
出

来
た
の
で
は
な
い
か
と
信
し
ま
す
。

中
国
の
選
手
た
ち
も
決
し
て
良
い

状
態
で
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す

が

（西
ド
イ
ツ
チ
ー
ム
が
滞
在
中
で

各
地
で
転
戦
し
て
い
た
）
方
凱
祥
に

衰
え
を
感
じ
ま
し
た
し
、
複
で
は
若

手
と
一
線
級
と
の
間
に
差
が
あ
り
す

ぎ
る
様
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
を
認
め
る
様
な
堺
、
中
山

両
コ
ー
チ
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

女
子
は
梁
秋
霞
が

一
段
と
た
く
ま

し
く
な
っ
て
い
た
の
と
、
若
い
李
芳

が
順
調
に
成
長
を
し
て
い
る
こ
と
、

未
超
琴

（広
東
省
チ
ー
ム
）、
丘
玉
玲

（福
建
省
チ
ー
ム
・
丘
玉
珠
の
妹
）

等
未
知
の
す
ぐ
れ
た
選
手
た
ち
が
し

の
ぎ
を
け
ず
っ
て
い
る
こ
と
を
推
測

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

複
は
陳
玉
娘

・
梁
秋
霞
組
、
丘
玉

芳

・
林
有
雅
組
は
来
日
時
よ
り
強
く

な
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
又
若

手
も
こ
れ
と
い
っ
た
ペ
ア
ー
が
育
っ

て
い
な
い
様
で
し
た
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
中
国
の
コ
ー

チ
た
ち
も
充
分
に
認
識
し
て
お
り
、

謙
虚
な
姿
勢
と
率
直
な
学
習
態
度
は

近
い
将
来
、
立
派
な
ペ
ア
ー
を
数
多

く
輩
出
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

脅
威
を
感
じ
ま
す
。

日
本
選
手
が
反
省
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
は
男
女
と
も
フ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
ス
ピ
ー
ド
に
欠
け
る
こ
と
、

持
久
性
が
劣
る
こ
と
、
そ
し
て
調
整

の
ま
ず
さ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。　
こ
の

こ
と
は
選
手
各
自
の
自
党
に
よ
る
以

外
に
強
化
の
道
は
な
く
、　
一
層
の
精

進
と
努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い

手

。「遠
い
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
隣
り
に

立
派
な
親
戚
が
出
来
た
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
か
ら
は
相
互
に
大
い
に
学
習
し

あ
い
、
世
界
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
を

リ
ー
ド
す
る
た
め
に
も
私
は
ユ
ー
バ

ー
杯
保
持
の
た
め
全
力
を
つ
く
す
覚

悟
を
新
た
に
し
、
諸
先
輩
の
御
指
導

御
鞭
縫
を
切
に
お
願
い
す
る
と
共
に
、

コ
ー
チ
、　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
益
々
の

協
力
、
選
手
各
自
の
強
い
自
党
を
要

請
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
親
善
訪
中
は
日
本
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
に
と
っ
て
も
、
も
ち
ろ

ん
参
加
し
た
私
た
ち
役
員
選
手
に
も

大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。
友
好
第

一
、
勝
負

第
二
は
充
分
に
達
せ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
た

ち
が
訪
中
を
し
、「
百
聞
は

一
見
に
し

か
ず
」
の
諺
ど
お
り
解
放
後
の
発
展

中
国
の
息
吹
き
を
肌
で
感
じ
て
は
じ

い
と
思
い
ま
す
。

試
合
と
試
合
の
間
に
計
画
し
て
頂

い
た

「故
宮
「
北
京
市
業
余
体
育
学

校
「
万
里
長
城
「
十
三
陵
「
身
障
者

工
場
「
勤
労
者
住
宅
「
人
民
公
社
」

「農
民
住
宅
」
等
の
見
学
や
訪
間
を

通
じ
て
ス
ヶ
ｌ
ル
の
大
き
さ
や
、
歴

史
の
長
さ
が
現
在
の
中
国
の
発
展
に

そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が
あ
り
、
活
か
さ

れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
は
非
常
に
勉
強
に
な
り
、
感
謝

に
た
え
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
生
国
滞
在
中
、
多
く
の

人
た
ち
か
ら
の
多
く
の
親
切
を
き
む
れ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
、^
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
機
会
に

生
ま
れ
た
友
情
を
い
つ
ま
で
も
育
て

あ
た
た
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は

「人
民
中
国
」
六
月
号
に

あ
っ
た
詩
で
す
、．

遠
看

一
片
霞
、
近
看
是
桜
一竹

不
是
花
、
不
是
一喝

天
壇
裏
、
白
雲
下
、　
一
幅
中
日
友

終
り
に
森
友
団
長
、
森
、
伊
藤
の

両
総
務
、
竹
市
、
小
林
の
両
視
察
員

の
御
指
導
に
御
礼
中
上
げ
ま
す
。

又
、
界
、
中
山
両
コ
ー
チ
を
始
め
と

し
選
手
諸
君
の
協
力
に
ち
茂
一謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

深ナ1にて
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座
談
会

選
手
の
み
な
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
　
車

（軟
座
車
＝
冷
房
の
き
い
た
一
等

　

わ
り
な
い
よ
つ
だ
ね
。　
　
　
　
　
　
　
全
般
に
中
国
選
手
の
実
力
は
あ
ま
り
　

く
っ
ち
ゃ
。

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。
い
ま
、
広
　
車
）
の
中
で
、
簡
単
な
座
談
会
を
開
　
　
池
田
（美
）

季
節
が
」曝
つ
か
ら
着

　

伸
び
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
電ヽ
　
　
池
田
（美
）

フ
ォ
ア
を
ク
ロ
ス
に

州
の
駅
で
わ
れ
わ
れ
を
見
送
っ
て
く
　
き
、
た
っ
た
今
見
て
き
た
中
国
の
さ
　

て
い
る
も
の
な
ど
で
印
象
は
」曝
つ
わ
　
　
日
本
選
手
が
向
う
の
プ
レ
ー
に
馴
れ
　
返
し
て
く
る
の
が
目
に
つ
い
た
。
い

れ
た
生
国
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
表
　
ま
ざ
ま
な
印
象
を
男
女
十
二
人
の
選
　

，嶋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
た
の
か
な
あ
。
中
国
の
プ
レ
ー
　
ち
ば
ん
苦
し
い
こ
と
を
平
気
で
や
っ

情
を
み
て
も
、「
日
中
友
好
」
と
い
う
　
手
に
話
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
　
　
秋
本
　
車
が
少
し
ふ
え
た
よ
つ
だ
　
　
の
く
せ
が
わ
か
っ
て
き
た
み
た
い
。　
　
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
目
的
は
立
派
に
果
た
せ
　
た
。
遠
慮
の
な
い
意
見
を
ど
ん
ど
ん
　

し
、
着
る
も
の
が
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
　
　
ゎ
た
し
は
そ
れ
ほ
ど
悲
観
し
て
い
な
　
　
谷
ロ
　
ロ
つ
の
一
流
は
、
体
の
動

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

マヽ
」

出
し
て
下
さ
い
。
（司
会
は
小
林
、
竹

　

て
き
た
。
気
候
の
せ
い
か
し
，電

夕
　
　
ぃ
ん
だ
け
ど
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
緩
急
の
中
か
ら
速
い
タ
マ
、
お

広
州
か
ら
国
境
の
深
坊
に
い
た
る
列
　
市
両
視
察
員
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
、
み
ん
な
家
の
外
に
出
て
路
上
で
　
　
　
池
田
（信
）

ト
ッ
プ
の
数
人
と
そ
　
そ
い
タ
マ
を
自
由
に
あ
や
つ
っ
て
相

三度目の訪中を

―
―
中
国
は
初
め
て
の
人
が
二
人

い
た
ね
。
銭
谷
君
、
塩
崎
さ
ん
、
徳

田
さ
ん
か
。
ま
ず
こ
の
二
人
に
中
国

の
印
象
を
ひ
と
口
で
語
っ
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

徳
田
　
ひ
と
口
で
い
う
の
は
む
ず

か
し
い
け
ど
中
国
は
何
か

″堅
い
″

っ
て
感
じ
。
人
の
態
度
も
表
情
も
。

塩
崎
　
国
が
大
き
い
せ
い
か
何
で

も
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
て
、
考
え
方

も
コ
セ
コ
セ
し
て
な
い
よ
う
ね
。
指

導
的
な
立
場
に
あ
る
人
が
熱
心
な
の

が
印
象
に
残
っ
た
わ
。

銭
谷
　
革
命
の
国
だ
か
ら
、
ボ
ク

は
市
民
が
も
つ
少
し
活
気
に
あ
ふ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
意
外
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
な
。
二
十
年

後
の
中
国
が
ど
う
な
る
か
、
と
て
も

興
味
深
い
。

―
―
そ
れ
じ
ゃ
あ
三
度
目
の
人
は

ど
う
だ
ろ
う
。
一則
回
（昨
年
十

一
月
）

に
く
ら
べ
て
何
か
変
わ
っ
た
点
は
あ

る
か
し
ら
。

田
所
　
一則
回
か
ら
わ
ず
か
八
ヵ
月

し
か
た
っ
て
な
い
か
ら
、
変
化
は
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

栂
野
尾
、
谷
日
　
本
質
的
に
は
か

食
事
し
て
い
る
風
景
な
ん
か
前
に
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
わ
ね
。

竹
中
　
子
供
服
な
ん
か
に
か
わ
い

い
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
ふ
え
て
き
た

ノヤ
じ
ゃ
な
い
。

湯
木
　
外
人
が
多
い
の
も
目
に
つ

く
わ
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
み
じ
ゃ
な

い
か
し
ら
。

今
泉
　
町
に

″色
″
が
出
て
き
た

こ
と
は
い
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

池
田
（
信
）

恋
愛
な
ん
か
ご
法
度

（は
っ
と
）
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
だ

が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
。
上
海

の
大
き
な
橋

（注
目
昔
の
ガ
ー
デ
ン

プ
リ
ッ
ジ
）
の
上
で
夜
お
そ
く
若
い

男
女
が
身
を
寄
せ
合
っ
て
話
し
て
い

る
シ
ー
ン
を
見
て
何
か
ホ
ッ
と
し
た

よ
。
（声
を
ひ
そ
め
て
）
わ
が
選
手
団

の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
封
建
的
…
（笑
い
）

―
―
や
っ
ぱ
り
中
国
も
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
ね
。
池
田
君

の
冗
談
が
出
た
と
こ
ろ
で
話
題
を
か

え
よ
つ
。
生
国
選
手
の
プ
レ
ー
の
面

で
変
化
は
見
ら
れ
ま
し
た
か
。
キ
ャ

プ
テ
ン
の
池
田
君
と
湯
木
さ
ん
、
ど

う
だ
ろ
う
。

湯
木
　
女
子
に
限
っ
て
い
え
ば
、

の
下
の
選
手
で
は
実
力
の
段
層
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。
だ
か
ら
中
国
は
い

ま
若
手
の
養
成
に
力
を
い
れ
て
い
る

ん
だ
。
栂
野
尾
　
中
国
の
若
手
は
、
日
本

の
実
力
よ
り

″ち
ょ
っ
と
上
″
と
い

う
程
度
だ
よ
。
侯
、
湯
、
方
な
ん
か

と
は
年
期
が
」曝
コ
電

秋
本
　
わ
た
し
は
前
回
よ
り
ず
っ

と
や
り
や
す
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
湯

木
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
く
せ
が
わ
か

り
か
け
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

―
―
竹
中
さ
ん
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
の

試
合
ば
か
り
や
っ
て
い
た
よ
う
だ
け

ど
、
た
く
さ
ん
打
っ
て
中
国
の
く
せ

を
早
く
の
み
込
も
う
と
し
た
わ
け
か

（笑
い
）

竹
中
　
意
地
悪
ね
え
、
実
を
い
つ

と
足
を
少
し
悪
く
し
て
い
た
の
。
好

調
な
ら
中
国
の
若
手
に
負
け
な
い
自

信
は
あ
り
ま
す
よ
。

―
―
と
こ
ろ
で
生
国
選
手
か
ら
何

を
学
ん
だ
か
、
そ
れ
を
聞
き
ま
し
ょ

徳
田
　
体
が
や
わ
ら
か
い
の
で
ど

ん
な
体
勢
か
ら
で
も
打
っ
て
く
る
。

わ
た
し
は
体
が
硬
い
か
ら
、
考
え
な

万里の長城にて

壕
警
拶

l,' 'i
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手
の
リ
ズ
ム
を
く
ず
し
て
い
る
。
実

に
う
ま
い
な
あ
。

日
所
　

ンヽ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
う

ま
さ
は
抜
群
だ
な
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
だ

っ
た
ら
フ
ォ
ル
ト
を
と
ら
れ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ

つ
な
ス
レ

ス
レ
の
，
ア
」を
や
っ
て
い
る
。

―
―
さ
て
、
話
が
堅
く
な
っ
た
の

で
話
題
を
ブ
レ
ー
か
ら
観
光
に
移
そ

う
。
見
物
し
た
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
が

一
番
よ
か
っ
た
。

一
同

（
日
を
そ
ろ
え
て
）
万
里
の

長
総―
―
前
回
い
っ
た
人
も
で
す
か
。

一
同
　
，′ヽ
の
と
お
り
、
前
回
は
あ

ま
り
天
気
が
よ
く
な
か
っ
た
け
ど
、

こ
ん
ど
は
ソ
連
領
さ
え
見
え
そ
う
だ

っ
た
。
―
―
少
し
オ
ー
バ
ー
し
ゃ
な
い
か

（笑
い
）
ほ
か
に
は
…

谷
口
　
労
働
者
の
ア
パ
ー
ト
訪
間

一
か
月

一
人
１０
円

（１
円
は
日
本
の

１
４
０
円
く
ら
い
）
で
く
ら
し
て
お

り
、
定
年
退
職
者
に
も
給
料
の
７０
％

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
が

な
い
か
ら
老
人
も
安
心
し
て
い
ら
れ

る
の
は
い
い
ね
４ヽ

栂
野
尾
　
身
障
者
の
工
場
で
悲
し

い
身
の
上
話
も
き
い
た
ね
。
あ
そ
こ

ま
で
お
客
さ
ん
に
い
う
必
要
あ
る
の

か
な
。
池
田
（美
）

見
学
す
る
所
が
出
来

す
ぎ
て
い
る
と
い
う
か
、
演
出
さ
れ

す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
ん
で
す

け
ど
…
…

―
―
ま
あ
、
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
外
国
人

は
そ
れ
を
理
解
し
な
く
て
は
い
け
な

い
ん
だ
ろ
う
ね
。

―
―
さ
て
、
み
ん
な
か
わ
っ
た
お

み
や
げ
を
ず

い
ぶ
ん
買
っ
て
い
た
よ

う
だ
ね
。

餞
谷
　
塩
崎
さ
ん
が
ウ
ル
シ
ぬ
り

の
ハ
シ
を
百
人
分
買
っ
た
の
が
最
〓品

ケ
ッ
作
だ
ね
。
そ
ん
な
に
ど
う
す
る

の
，塩
崎
　
学
校
に
帰
っ
て
先
生
全
員

に
あ
げ
る
の
。
き
っ
と
喜
ば
れ
る
だ

ろ
う
な
。
安
い
し
、
い
い
買
物
ム

今
泉
　
ぼ
く
は
七
十
人
分
の
お
み

や
げ
を
買
´́
た
。

―
―
七
十
人
？
つ
き
合
い
が
広
い

ん
だ
ね
。

今
泉
　
安
い
の
ば
っ
か
り
で
す
ち

田
合
は
せ
ん
べ
つ
を
く
れ
る
人
が
多

い
で
す
か
ら
た
い
へ
ん
な
ん
で
す
。

バ
ー
の
マ
マ
か
ら
も
ら
っ
た
り
し
ち

ゃ
っ
′、
‥
‥
・

―
―
マ
オ
タ
イ
酒
を

一
番
先
に
三

本
も
買
っ
た
の
が
秋
本
さ
ん
、
て
の

も
話
題
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

（笑

い
）湯
木
　
本
当
は
外
人
用
の
友
誼
商

店
じ
ゃ
な
く
て
、
町
に
出
て
好
き
な

も
の
を
買
い
た
か
っ
た
。
中
国
に
は

持
っ
て
い
る
と

一
生
の
記
念
に
な
る

よ
つ
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
し
ら
）

（終
点
を
知
ら
せ
る
車
内
放
送
）

列
車
は
そ
ろ
そ
ろ
深
川
に
着

く
よ
つ
で
す
か
ら
、
こ
の
へ
ん
で
終

り
ま
し
卜，
■

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

工人体育館正面
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での歓迎レセプションで歌う日本チーム

レ
イ
シ
に
始
ま
り

レ
イ
シ
に
終
る
？

○
…
何
の
こ
と
か
わ
か
り
ま
す

か
，
。　
レ
イ
シ
と
は
葛
枝

（ラ
イ
チ

ー
）、
つ
ま
り
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
一が
、

愛
妾
楊
貴
妃
に
食
べ
さ
せ
る
た
め
、

四
日
四
晩
、
早
馬
を
走
ら
せ
た
と
い

う
あ
の
神
秘
の
く
だ
も
の
。
高
級
な

中
華
料
理
を
た
べ
る
と
デ
ザ
ー
ト
に

カ
ン
ヅ
メ
の
レ
イ
シ
が
出
て
く
る
の

で
ご
存
知
の
人
も
多
い
は
ず
。
生
国

最
初
の
訪
問
地
広
州
で
先
ず
わ
れ
わ

れ
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
の
が

「ナ
マ

の
レ
イ
シ
」
だ
っ
た
か
ら

一
同
大
感

激
。
「
と
れ
る
時
期
が
短
く
て
、
み
な

さ
ん
は
ほ
ん
と
う
に
ラ
ッ
キ
ー
で
し

た
」
と
の
通
訳
の
説
明
も
つ
わ
の
空

で
、
食
べ
る
は
食
べ
る
は
、
た
ち
ま

ち
テ
ー
プ
ル
の
上
に
は
レ
イ
シ
の
皮

の
山
が
出
来
た
ほ
ど
。
そ
の
高
貴
な

香
り
に
、
女
子
選
手
ヶ
ど
は
楊
貴
妃

に
で
も
な
っ
た
よ
つ
な
顔
つ
き
。
帰

り
の
広
州
で
も
食
卓
に
レ
イ
シ
が
出

て
、
レ
イ
シ
に
始
ま
リ
レ
イ
シ
に
終

っ
た
生
国
の
旅
で
し
た
。

陳
さ
ん
は
張
さ
ん
の
お
嫁
に

○
…
中
国
女
子
第

一
人
者
、
い
や
、

も
し
か
し
た
ら
世
界
Ｎ
０
１
か
も
し

れ
な
い
陳
玉
娘
さ
ん
が
、
男
子
コ
ー

チ
の
張
光
明
さ
ん
と
今
秋
結
婚
す
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
七
月
八

日
北
京
空
港
に
見
送
り
に
き
た
陳

・

張
の
カ
ッ
プ
ル
は
写
真
を
と
ら
れ
た

り
、
ひ
や
か
さ
れ
た
り
で
テ
レ
っ
ぱ

な
し
。　
コ
ー
ト
で
は
オ
ニ
の
よ
う
に

お
っ
か
な
い
存
在
の
陳
さ
ん
も
、
や

っ
ぱ
り
普
通
の
娘
さ
ん
だ
っ
た
が
、

結
婚
式
が
行
わ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
中

国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
よ
り

一
つ
上

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
中
華
全
国
体
育

総
会

（日
本
の
体
協
に
あ
た
る
）
の

重
要
な
ポ
ス
ト
に
つ
く
こ
と
が
約
束

さ
れ
て
い
る
と
あ
っ
て
、
湯
木
、
竹

中
ら
日
本
の
女
子
選
手
は

「そ
の
う

ち
に
タ
マ
コ
さ
ん

（陳
の
愛
称
）
な

ど
と
気
軽
に
呼
べ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う

か
も
…
」
と
ち
ょ
っ
と
心
配
そ
う
だ

っ
た
。

ハ
ッ
チ
が
人
気
Ｎ
０
１

０
…
日
本
選
手
団
で
中
国
に
一
番

人
気
の
あ
っ
た
人
は
誰
れ
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
ハ
ッ
チ
こ
と
秋
本
八
代
美
さ

ん
。
中
国
人
に
は
見
ら
れ
な
い
む
っ

ち
り
し
た
か
ら
だ
つ
き
で
登
場
し
、

ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
す
る
と
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
し
た
髪
を
ガ
リ
ガ
リ
っ
と
か
い

て
首
を
か
し
げ
る
の
で
、
中
国
の
観

衆
は
ハ
ッ
チ
が
出
る
と
大
喜
び
。
北

京
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
七

月
八
日
は
ち
ょ
う
ど
彼
女
の
誕
生
日

と
あ
っ
て
同
地
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
お

‘ヽ
ら
方
か
ら
の
マ
オ
タ
イ
酒
の
祝
福

を
受
け
、
お
礼
に

「
シ
ア
ワ
セ
な
ら

手
を
た
た
こ
う
」
を
歌
っ
て
サ
ー
ビ

ス
す
る
な
ど
社
交
家
ぶ
り
を
発
揮
。

夜
に
は
宿
合
で
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
る
な
ど
、
内
外
と
も
に
人
気

Ｎ
０
１
で
し
た
。

紅
衛
兵
?

い

や

徳
衛
兵
?

衛
副 ○
会 :

梶
紀
日 ら
本 が
入 団
だ 長

通訳の張桂珍さん

徊

…

 
・
L

Ｆ
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陶

Ｌ

Ｌ
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団



名
を

「ト
ク
ベ
エ
」
と
す
ん
な
り
読

め
る
の
だ
が
、
中
国
人
は
こ
の
独
得

の
読
み
方
に
な
じ
み
が
つ
す
く
、
学

生
さ
ん
の
通
訳
は
し
ば
し
ば

「ト
ク

ヘ
イ
エ
イ
」
と
読
み
違
い
、
ひ
ど
い

と
き
に
は

「ト
ク
エ
イ
ヘ
イ
」
な
ど

と
読
ん
だ
場
合
も
あ
っ
た
。

「紅
衛
兵
の
国
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

さ
」
な
ど
と
し
た
り
顔
で
冗
談
を
い

う
男
子
選
手
も
い
た
が
、
間
違
え
ら

れ
て
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
あ
た
り

「さ
す
が
団
長
は
人
格
者
」
と

一
同

感
セヽ練
習
と
思

っ
た
ら

試

合

で

し

た

○
…
今
回
の
遠
征
で
は
上
海
で
の

試
合
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
ま
れ
て

な
か
っ
た
が
、
選
手
は

一
日
た
り
と

も
練
習
を
休
む
わ
け
に
は
い
か
な
い

，
と
あ
っ
て
、
十
日
午
後
、
上
海
南

区
体
育
館
を
貸
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「ど
う
ぞ
お
使
い
下
さ
い
」
と
い
う

こ
と
で
、
気
軽
に
出
か
け
て
い
っ
た

ら
、
入
口
に
は

「熱
烈
歓
迎
、
日
本

羽
毛
球
代
表
団
こ
の
看
板
が
立
ち
、

観
客
席
は
約
五
百
人
の
フ
ァ
ン
で
い

っ
ぱ
い
。
驚
い
て
い
た
ら

「試
〈
口形

式
の
練
習
会
を
や
ろ
う
」
と
申
し
込

ま
れ
、
日
本
チ
ー
ム
は
三
度
ビ
ッ
ク

リ
。
界
、
中
山
両
コ
ー
チ
は
、
大
ワ

ラ
ワ
で
オ
ー
ダ
ー
を
組
み
、
１
ゲ
ー

ム
制
の
試
合
が
男
女
単
複
６
試
合
も

行
わ
れ
た
。
中
に
は
男
子
の
載
金
良
、

顔
世
強
、
女
子
の
陳
蘭
芳
な
ど
国
際

級
の
選
手
も
い
て
、
な
か
な
か
の
好

試
Ａ
Ｒ
．最
初
は

「中
国
側
に
し
て
や

ら
れ
た
」
と
い
っ
て
い
た
日
本
チ
ー

ム
も
、
最
後
は

「
い
い
勉
強
に
な
っ

た
」
と
大
喜
び
だ
っ
た
。

曲
芸
に
も
パ
ド
が

○
…
有
名
な
上
海
の
曲
技
団

（向

う
で
は
雑
技
と
い
う
）
は
来
日
し
て

い
る
最
中
で
、
そ
の

″二
軍
″
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
。
二
軍
だ
か
ら
た
い

し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た

ら
大
間
違
い
。
日
本
に
来
た
″
一
軍
″

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
曲
芸
で
旅
の
疲
れ

を
い
や
し
て
く
れ
た
が
、
中
で
も
感

激
し
た
の
は
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー

（手
芸
）

で
、
ビ
ー
ル
ビ
ン
や
ナ
イ
フ
の
か
わ

り
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ラ
ケ
ッ
ト
が

登
場
し
た
こ
と
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が

こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
浸
透
し
て
い
る

こ
と
に
選
手

一
同
痛
く
感
激
。

晴

天
、

万
里

長
城

○
…
各
地
を
訪
間
、
見
学
し
た
内

で
、
ど
こ
が

一
番
よ
か
っ
た
か
選
手

に
た
ず
ね
た
ら
、
全
員

一
致
で

「万

里
長
城
」。
昨
年
に
つ
い
で
二
度
目
の

人
が
多
い
の
に
、
そ
れ
で
も
長
城
を

あ
げ
た
の
は
、
こ
れ
以
上
望
め
な
い

ほ
ど
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
山
頂
に
続

く
石
ダ
タ
ミ
を
登
る
と
、　
モ
ン
ゴ
ル

の
ほ
う
ま
で
見
え
よ
う
か
と
い
つ
景

観
。
す
ば
ら
し
い
景
色
に
つ
ら
れ
て
、

団
長
以
下
全
員
、
長
城
な
ら
ぬ

″頂

上
″
を
極
め

（そ
こ
か
ら
先
は
立
入

禁
止
）
た
が
、
降
り
て
き
た
と
き
は

相
当
に
バ
テ
バ
テ
で
し
た
。

上
海
で
ホ
ツ
と
（？
）

し

た

胃

袋

○
…

「北
京
か
ら
上
海
に
つ
い
た

ら
ホ
ッ
と
し
た
な
あ
」
と
い
つ
人
が

何
人
も
い
た
。
北
京
で
あ
ん
な
に
歓

迎
さ
れ
た
の
に
、
け
し
か
ら
ん
こ
と

を
い
つ
奴
だ
、
と
よ
く
よ
く
聞
い
た

ら
、
胃
袋
の
話
だ
っ
た
ｃ
中
華
料
理

は
い
ろ
い
ろ
食
べ
馴
れ
て
い
る
は
ず

の
日
本
人
だ
が
、
北
方
の
北
京
料
理

は
味
が
こ
い
せ
い
か
、
日
に
合
わ
な

い
人
が
多
か
っ
た

（女
子
の
竹
中
選

手
だ
け
は
例
外
）
が
上
海
料
理
は
少

し
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
た
め
、
胃
袋

が
ホ
ッ
と
し
た
と
し
ヽ
、
つ
わ
け
。
こ
れ

が
広
東
料
理
と
も
な
る
と
、
も
っ
と

日
本
人
に
な
じ
み
が
深
い
の
で
、
日

本
国
内
で
中
華
料
理
を
た
べ
て
い
る

よ
つ
な
安
心
感
が
あ
る
と
い
つ
。
北

京
、
上
海
、
広
州
で
そ
れ
ぞ
れ
味
が

」曝
つ
な
ん
て
、
中
国
は
や
は
り
大
き

か
っ
た
。

主賓台に着席 しているViP待 遇の陳玉娘選手

万里の長城で伊藤総務

船遊びの栂野尾選手

ニ

彎

枚
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、
一

●
一

J4ハ

木

次
代
を
に
な
う
日
中
の
若
手
女
子
選
手

（上
）

右
か
ら
何
翠
珍
、
徳
田
敦
子
、
何
明
珍
、
劉
浩
、

睦
子
、
劉
霞
、
秋
本
八
代
美

（
工
人
体
育
館
で
小
林
視
察
員
撮
影
）

第
二
戦
を
前
に
中
山
、
堺
両

コ
ー
チ

（右
）

（
工
人
体
育
館
で
伊
藤
総
務
撮
影
）

．・
　

「
′

淳
棚
芳
、
塩
崎

ニ



世
紀
の
対
決
は

お
あ
ず
け

虫
国
の
ア
ジ
ア
大
会
出
場
が
承
認

さ
れ
、
全
世
界
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
関

係
者
の
大
き
な
関
心
の
ま
と
は
、
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ル
デ
ィ

・
ハ
ル
ト
ノ
と
、
中

国
の
エ
ー
ス
、
侯
加
昌
、
湯
仙
虎
と

の
対
戦
が
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
も
、
こ
の
世
紀
の
一
戦
の
実
現

を
強
く
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
ハ
ル
ト
ノ
は
不
参
加
で

し
た
。
こ
れ
は
、　
ハ
ル
ト
ノ
が
咆
国
選
手

と
対
戦
し
て
敗
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
イ

メ
ー
ジ
に
キ
ズ
が
つ
く
し
、
事
実
、

こ
の
三
選
手
と
実
際
と
対
戦
し
た
私

に
は
、　
ハ
ル
ト
ノ
が
生
国
選
手
と
対

戦
し
て
勝
て
る
可
能
性
は
少
な
い
と

思
う
し
、
こ
の
点
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

関
係
者
も
十
分
わ
か
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
の

と
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
は
国
技
で
あ
り
、
そ
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ハ
ル
ト
ノ
は
至
宝
、

大
切
な
財
産
な
の
で
す
。

そ
の
財
産
を
失
い
た
く
な
い
た
め

に
、
不
参
加
と
い
う
処
置
を
と
る
の

も
や
む
を
え
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
ル
ト
ノ
と
虫
国
選
手
を
比
較
し

て
み
る
と
、
技
術
的
に
は
大
差
な
く

五
分
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
の
点
で
、

圧
倒
的
に
中
国
選
手
が
ま
さ
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
中
国
チ
ー
ム
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
遠
征
し
た
さ
い
に
、

イ
ギ
リ
ス
の
シ
ェ
ー
ラ
ー
氏
が
記
し

た

「生
国
チ
ー
ム
の
印
象
」
か
ら
抜

華
し
て
皆
さ
ん
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

圧
倒
的
な
ス
ピ
ー
ド

の
侯
、
湯

―
―
侯
加
昌
、
湯
仙
虎
の
二
人
は
、

非
常．
―こ．
動．
き．
が
速．
↑
、
お
そ
ら
く
現

役
で
は

一
番
速
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
基
本
的
に
は
、
二
人
と
も
シ
ン
グ

ル
ス
で
そ
の
優
秀
な
力
を
発
揮
し
、

成
功
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
ス
ピ
ー

ド
と
い
う
宝
を
も
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
田
や
つ
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
は
こ
の
他
に
も

多
く
の
す
ぐ
れ
た
点
を
も
っ
て
い
る

の
は
一一一甲
つ
ま
で
も
な
い
し
、
足
が
速

い
と
い
う
だ
け
で
、
優
秀
な
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
な
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。彼
ら
の
途
方
も
な
い
打
ち
方
と
、

戦
術．け
知．識。
は
賞
讃
に
値
い
す
る
も

の
で
あ
る
。
足
が
速

い
た
め
に
、
ネ

ッ
ト

ヘ
の
突

っ
込
み
が
速
く
、
ネ
ッ

ト

・
プ
レ
ー
が
上
手
で
あ
る
。
そ
し

て
、
二
人
と
も
シ
ャ
ト
ル
を
打
つ
と

い
う
よ
り
も
、
突．
き。
さ．
す。
と
い
う
感

じ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
と
き
シ
ャ
ト
ル
は

他．
の．
ど．
ん．
な。
選。
手．
よ。
ぃ
も．
ネ．
ヵ
卜．
ぎ．

わ
に
落
と
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

つ〈υ。こ
の
ド
ロ
ッ
プ

・
シ
ョ
ッ
ト
よ
り

も
も
っ
と
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
ド

リ
ブ
ン
・
ク
リ
ァ
ー
で
あ
る
。

彼
ら
が
、
バ
ッ
ク

・
ラ
イ
ン
ヘ
シ

ャ
ト
ル
を
打
つ
と
き
、
た
だ
単
に
打

つ
と
い
つ
の
で
は
な
く
、
相
手
を
ま

ず
、
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
イ
ン

近
↑

へ
弥
き。
よ。
せ。
て．
お。
ぃ
て。
か
ら
、

攻
撃
的
な
ク
リ
ア
ー
を
送
り
こ
む
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
ク
リ
ア
ー
に
よ
っ

て
相
手
は
、
シ
ャ
ト
ル
に
追
い
つ
く

の
が
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
反
撃
で
き

|

実戦教室 C8D
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ノ
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鍵載体当たり

中国選手にスピ

●わροJ κοルπα

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

フ

ェ
イ

ン
ト

と

選
球
の
素
早
さ

リ
ス
ト
を
強
く
ま
か
せ
た
プ
レ
ー

は
、
こ
の
二
人
の
中
国
選
手
の
大
き

な
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
湯
は

非
常
に
フ
ェ
イ
ン
ト
の
き
く
カ
ッ
ト

を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
常

に
試
合
を
有
利
に
進
め
て
い
た
。

ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ
り
の
シ
ャ
ト
ル
に

対
す
る
イ
ン
・
ア
ウ
ト
の
判
断
も
す

ば
ら
し
か
っ
た
。

ど
ん
な
に
き
わ
ど
い
シ
ャ
ト
ル
で

も
、
彼
ら
は
す
ば
や
く
正
確
に
判
断

を
く
だ
し
て
い
た
。

こ
の
二
人
、
候
加
昌
と
湯
仙
虎
は

ダ
ブ
ル
ス
を
組
ん
で
、
や
は
り
無
敵

で
あ
っ
た
が
、
シ
ン
グ
ル
ス
に
く
ら

べ
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
圧
倒
的
と
は
い

え
な
か
っ
た
。

ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
で
、
中
国
の
ペ

ア
は
シ
ン
グ
ル
ス
と
同
じ
プ
レ
ー
を

し
て
お
り
、
ダ
ブ
ル
ス
だ
か
ら
と
い

っ。
て。特．ル
ーこ．変。わ。
っ。た。
こ。と。―ま．な。か

っ
た
。

こ
の
点
は
注
目
に
値
い
す
る
し
、
ま

た
他
の
国
々
の
選
手
た
ち
に
と
っ
て

も
何
ら
か
の
教
訓
に
な
ろ
う
。

□
　
□
　
□

以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
非
常
に

的
確
な
技
術
評
と
い
え
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
三
原
則
で
あ
る

″よ
り
高
く
、
よ
り
速
く
、
よ
り
前

で
″
を
忠
実
に
守
っ
て
プ
レ
ー
で
き

る
ほ
ど
強
い
も
の
は
な
い
。

中

・
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ

こ
で
ま
ず
、　
コ
ー
ト
を
速
く
走
る
た

め
に
、　
コ
ー
ト
の
中
の
練
習
だ
け
で

な
く
、
屋
外
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も

必
ず
実
行
し
、
基
礎
体
力
の
充
実
を

心
が
け
る
よ
う
強
く
望
み
ま
す
。

中国の侯加昌0と 湯仙虎

ノ 、



第
１３
回
全
日
本
教
職
員
選
手
権

門
間
硼
、
北
島
国
が
初
優
勝

好
試
合
を
展
開

第
１３
回
全
日
本
教
職
員
選
手
権
大

会
は
、
８
月
８
日
か
ら
Ｈ
日
ま
で
、

熊
本
市
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

炎
天
下
の
大
会
で
あ
っ
た
が
、
男

子
団
体
戦
は
２６
チ
ー
ム
、
同
シ
ン
グ

ル
ス
は

一
〇
六
名
の
選
手
が
参
加
す

る
な
ど
非
常
に
充
実
し
た
大
会
で
あ

っ
た
。

◆

一
般
男
子
団
体

▽
準
々
決
勝

石

　

　

川

３
１
０

神

奈

能
一
　

　

本

３
１
０

岐

愛

　

　

知

３
１
２

和

歌

滋

　

　

賀

３
１
１

宮

▽
準
決
勝

石

　

　

川

３
１
２

熊

滋

　

　

賀

３
１
０

愛

▽
決
　
勝

滋

　

　

賀

３
１
２

石

◆

一
般
女
子
団
体

▽
準
決
勝

岐

　

　

阜

２
１
０

福

富

　

　

山

２
１
０

福

▽
決

勝

昌́
　

　

山

２
１
０

岐

◆
成
壮
年
団
体

▽
準
決
勝

能
一
　

　

本

２
１
１

大

　

　

阪

石

　

　

川

２
１
０

長

　

　

崎

▽
決

勝

能
（
　

　

本

２
１
１

石
　

　

川

◆

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

工
藤
（熊
本
）２
１
０
武
藤
（和
歌
山
）

滋
賀
の
エ
ー
ス
藤
原
を
降
し
て
ベ

ス
ト
８
入
り
し
た
若
手
武
藤
も
、

工
藤
の
テ
ン
ポ
の
速
い
攻
撃
に
完

敗
し
た
。

門
間
（和
歌
山
）２
１
０
別
井
（栃
木
）

森
　
（和
歌
山
）２
１
〇
二
上
（富
山
）

長
い
リ
ー
チ
を
生
か
し
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
ラ
リ
ー
を
つ
な
ぎ
、
楽

に
コ
マ
を
進
め
て
き
た
二
上
は
、

絶
好
調
の
森
に
先
手
先
手
を
と
ら

れ
、
反
撃
の
糸
口
を
つ
か
め
ぬ
ま

ま
敗
混

関
　
（東
京
）
２
１
０

藤
上
（滋
賀
）

▽
準
決
勝

門

間

２

●
門
間
は
関
の
ド
リ
ブ
ン
ク
リ
ア
ー

に
よ
る
攻
撃
と
カ
ッ
ト
を
警
戒
し
な

が
ら
、
て
い
ね
い
に
ラ
リ
ー
を
つ
な

ぎ
、
走
り
ま
く
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
重

ね
、
決
勝
へ
進
出
し
た
。

工　藤
２
⌒‐５‐５‐‐６８）０　森

●
森
は
二
上
戦
の
時
に
く
ら
べ
る
と

攻
撃
に
鋭
さ
が
な
く
、
逆
に
工
藤
に

対
し
て
受
身
の
展
開
と
な
り
、
主
導

権
を
と
れ
ぬ
ま
ま
敗
れ
た
。

▽
決
　
勝

門
　
間

２

（‐５‐５
‐ ‐
９‐４
）
０

工
　
藤

●
準
決
勝
ま
で
の
試
合
ぶ
り
か
ら
み

て
、
工
藤
優
勢
と
思
わ
れ
た
が
、
フ

タ
を
あ
け
て
み
る
と
、
相
変
わ
ら
ず

走
っ
て
拾
い
ま
く
る
門
間
に
対
し
て
、

工
藤
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
く
、
返

す
の
が
せ
い
い
っ
ぱ
い
と
い
っ
た
シ

ー
ン
も
た
び
た
び
見
ら
れ
た
。

そ
し
て
工
藤
は
打
っ
て
も
逆
に
切

り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第

一
ゲ

ー
ム
の
接
戦
に
敗
れ
る
と
、
第
ニ
ゲ

ー
ム
は
完
全
に
門
間
の
ペ
ー
ス
と
な

知 本  城 山 阜 川岡 井

15 15
1   1

3 9

0

関

酷
暑
の
熊
本
で

ベ
テ
ラ
ン
・若
手
が

り
、
シ
ン
グ
ル
ス
ニ
連
覇
を
は
ば
ま

れ
た
。
門
間
は
団
体
戦
、
個
人
戦
ダ
ブ
ル

ス
に
お
け
る
不
振
を
こ
の
シ
ン
グ
ル

ス
で

一
挙
に
取
り
返
す
健
闘
で
、
初

優
勝
を
と
げ
た
。

◆

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

（藤断
・筆一
２１０
（上刊
・鞍つ

（渡酬
・琳沖
２１０　（西動
・軒判

彫棚奈‥噸「
２１０　（平難
・鯨Ⅶ

（今緋
・鰤一
２１１　（原石。長時判

▽準決勝

藤
原

・
藤
上

２
１
０

渡
部

・
木
戸

●
ベ
テ
ラ
ン
渡
部
の
う
ま
い
り
―
ド

と
コ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
、
木
戸
の
強
烈

な
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
ベ
ス
ト
４
に
進
出

し
て
き
た
宮
城
ペ
ア
に
対
し
、
藤
原
・

藤
上
は
、
ミ
ス
の
少
な
い
プ
レ
ー
に

徹
し
、
疲
れ
の
み
え
た
渡
部

。
木
戸

組
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
降
し
た
。

杉
田

・
瀬
戸

２
１
０

今
井

・
桐
生

●
準
々
決
勝
で
大
接
戦
の
末
、
原

・

長
谷
川
組
を
降
し
た
今
井

・
桐
生
の

若
手
ペ
ア
と
、
ベ
テ
ラ
ン
杉
田

・
瀬

戸
組
の
試
合
は
、
あ
っ
け
な
い
ほ
ど

簡
単
に
ベ
テ
ラ
ン
・
ペ
ア
に
軍
配
が

上
が
っ
た
。

シ
ャ
ト
ル
を
沈
め
、
相
手
に
上
げ

さ
せ
て
、
い
っ
き
に
打
ち
込
み
た
い

今
井

。
桐
生
組
だ
っ
た
が
、
中
間
ボ

ー
ル
を
巧
み
に
使
わ
れ
、
タ
イ
ミ
ン

グ
を
は
ず
さ
れ
、
最
後
ま
で
攻
撃
ら

し
い
攻
撃
み
」で
き
ず
敗
れ
た
。

▽
決
　
勝

麟
　
∬

２

（‐５‐７
‐ ‐
９‐４
）
０

膨
　
調

●
準
決
勝
に
つ
づ
い
て
ラ
リ
ー
を
て

い
ね
い
に
続
け
て
ム
リ
を
し
な
い
ゲ

ー
ム
を
み
せ
た
藤
原

・
藤
上
組
が
勝

利
を
も
の
に
し
た
。
第

一
ゲ
ー
ム
の

接
戦
を
ぬ
け
だ
す
と
、
第
ニ
ゲ
ー
ム

は
中
盤
か
ら
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
ま
ま
、

ダ
ブ
ル
ス
ニ
年
連
続
優
勝
を
と
げ
た
。

阜



ふ
ぶ
．
　
心
理
鳳
Ｆ

議
貯
愁
■

　

ｊ

鑓

一鰤

恐

ず
て
■
電

會

け
る
よ
う
な
攻
撃
と
、
ク
ロ
ス
の
ネ

ッ
ト
プ
レ
ー
で
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、
接
戦

の
末
落
と
し
た
塩
崎
は
、
第
ニ
ゲ
ー

ム
前
半
の
せ
り
合
い
に
よ
く
粘
り
勝

ち
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
引
き
離
す
と
、

自
分
本
来
の
プ
レ
ー
を
つ
か
み
フ
ァ

イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
に
持
ち
込
ん
だ
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
に
は
い
っ
て

も
塩
崎
は
、
打
球
点
に
早
く
は
い
り

堀
川
に
打
つ
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ず
、

逆
に
ド
ロ
ッ
プ
と
ク
リ
ア
ー
を
有
効

に
組
み
合
わ
せ
る
試
合
運
び
で
決
勝

に
進
出
し
た
。

▽
決

勝

北
　
自
口
２

（‐‐‐‐
‐ ‐
７ ７
）
０

塩
　
崎

●
順
当
な
ら
塩
崎
の
初
優
勝
と
思
わ

れ
た
が
、
準
決
勝
で
の
疲
れ
が
ど
う

ひ
び
く
か
注
目
さ
れ
た
。
す
る
と
、

や
は
り
疲
れ
が
回
復
し
な
い
の
か
、

塩
崎
の
動
き
に
い
ま
ひ
と
つ
の
冴
え

が
な
く
、
ま
た
北
島
の
伸
び
伸
び
と

し
た
プ
レ
ー
は
、
さ
ら
に
塩
崎
を
疲

れ
さ
せ
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
■
島
が
初

優
勝
し
た
。

慎
重
な
レ
シ
ー
ブ
と
、
頭
脳
的
な

コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
強
豪
を
倒
し

て
栄
冠
を
手
に
し
た
北
島
の
大
健
闘

は
見
事
で
あ
っ
た
。

◆

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

蔀

嶋
７
ｏ
蔽

鴇

（池親
，螺一
２１１　（功期
・就坤

▽決
勝

芳
田
・
塩
崎

２
１
０

池
尻
・
栗
原

◆
３０
歳
シ
ン
グ
ル
ス

▽準決勝

｛申績」一２

甲
卦
２

▽
決

勝

香　島
２
（‐５‐５‐‐８６）０
田　中

◆
３０
歳
ダ
ブ
ル
ス

▽
決

勝

鱚

∴

‐ ‐
Ｙ

藝

◆
４０
歳
シ
ン
グ
ル
ス

辞
蜘

２

瀞
勤̈

２

▽
決
勝

◆

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

鮮

』

２

爾

‐ ‐
じ

聟

が

蜘

●
伏
兵
北
島
は
、
門
間
の
変
則
攻
撃

に
対
し
て
、
落
ち
着
い
た
ラ
ケ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
返
球
、
パ
ッ
ク
ラ
イ
ン
に

追
い
つ
め
て
ネ
ッ
ト
ぎ
わ
に
足
の
短

い
ド
ロ
ッ
プ
を
落
と
す
な
ど
、
門
間

を
ゆ
さ
ぶ
り
、
疲
れ
か
ら
ミ
ス
の
で

た
と
こ
ろ
に
つ
け
込
み
、
ス
ト
レ
ー

ト
勝
ち
し
た
。

墨 冨信
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連
載

●
第
四
回

ビ
ギ
ナ
ー
ヘ
の
手
紙

ハ
イ
ク
リ
ア
ー
が
打
て
る
ま
で

■
羽
　
一Ｐ
　
民

敦

ク
リ
ヤ
ー
の
重
要
性

ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー
、
ド
リ
プ
ン
・

ク
リ
ア
ー
は
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

で
、
非
常
に
大
事
な
フ
ラ
イ
ト
で
あ

る
。
そ
の
特
徴
を
い
く
つ
か
の
本
か

ら
拾
っ
て
み
よ
う
。

「
こ
れ
は
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
独
得
の

も
の
で
、
一品
く
遠
く
相
手
を
コ
ー
ト

の
一
番
つ
し
ろ
に
釘
づ
け
に
す
る
大

き
な
フ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。
こ
れ
を
う

ま
く
使
う
か
、
使
わ
な
い
か
に
よ
っ

て
、
だ
い
た
い
ゲ
ー
ム
の
内
容
が
変

っ
て
く
る
。
や
は
り
上
手
な
選
手
、

強
い
選
手
は
ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー
が
し

っ
か
り
と
打
て
る
ズ
中
略
）
ハ
イ
・

ク
リ
ア
ー
を
少
し
低
く
し
た
の
が
ド

リ
プ
ン
・
ク
リ
ア
ー
で
、　
ハ
イ

・
ク

リ
ア
ー
よ
り
攻
撃
的
な
要
素
を
含
ん

で
い
る
。
今
は
ほ
と
ん
ど
ハ
イ

・
ク

リ
ア
ー
を
使
わ
ず
に
、
ド
リ
プ
ン
・

ク
リ
ア
ー
を
使
う
よ
う
で
あ
る
。
ド

リ
プ
ン
・
ク
リ
ア
ー
に
も
特
に
目
標

物
は
な
い
、
こ
れ
は
、
も
っ
と
ス
ピ

ー
ド
が
あ
る
し
、
難
し
く
な
る
。
だ

い
た
い
ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー
と
い
う
の

は
自
分
が
不
利
な
体
勢
の
時
に
、
も

つヽ
一
つ
も
と
へ
一戻
そ
う
と
い
う
意
味

で
、
奥

へ
打
ち
込
ん
で
時
間
的
に
も

余
裕
を
作
っ
て
体
勢
を
立
て
直
す
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
ド
リ
プ
ン
・
ク

リ
ア
ー
で
は
、
相
手
を
つ
し
ろ
へ
押

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
相
手
の
体
勢
を

く
ず
し
て
い
く
と
い
つ
攻
撃
的
要
素

が
含
ま
れ
る
」。

（界
栄

一
著
、「
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
』
講
談
社
、Ｓ
４８
。
９
刊
）

「
ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー
は
ロ
ン
グ

・

サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
く
遠
く
高
く
飛
ば

す
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
ス
ト
ロ
ー

ク
は
よ
り
遠
く
、
よ
り
速
い
こ
と
が

大
切
で
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
な
か

な
か
他
の
打
法
に
進
め
な
い
か
ら
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

『
ハ
イ

・
ク
リ
ア

ー
で
始
ま
り
、　
ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー
で

終
る
競
技
で
あ
る
」
と
い
っ
て
も
決

し
て
オ
ー
バ
ー
な
表
現
で
は
な
い
程

の
基
本
打
法
で
あ
る
か
ら
、
打
点
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
切
で
あ
る
。
思
い

き
り
打
っ
た
シ
ャ
ト
ル
が
、
次
第
に

失
速
降
下
す
る
フ
ラ
イ
ト
に
な
る
の

で
、
始
め
に
考
え
て
い
た
ほ
ど
シ
ャ

ト
ル
は
飛
ん
で
く
れ
な
い
。
（中
略
）

ド
リ
プ
ン
・
ク
リ
ア
ー
は
攻
撃
的
補

助
の
役
目
を
果
し
て
く
れ
る
フ
ラ
イ

ト
で
あ
る
。
積
極
的
な
攻
撃
で
ス
マ

ッ
シ
ュ
に
よ
り
止
め
を
刺
す
と
仮
定

し
た
場
合
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
す
る
こ

と
は
究
極
目
的
で
あ
り
、
そ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
行
を
つ
手
段
が
ド
リ

ブ
ン
・
ク
リ
ア
ー
と
言
え
る
わ
け
で

あ
る
」。

（三
須
徳
次
著

『最
新
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
教
室
』
林
書
店
Ｓ
４４

・
５

刊
）紹

介
を
も
う

一
つ
。

「ク
リ
ア
ー
は
、
自
陣
の
後
方
か

ら
相
手
コ
ー
ト
最
後
尾
に
向
っ
て
、

高
く
深
く
打
ち
込
む
。　
一
般
的
に
は
、

時
間
を
か
せ
い
で
チ
ャ
ン
ス
を
作
る

起
点
に
す
る
、
あ
る
い
は
、
相
手
の

攻
撃
の
ホ
コ
先
を
か
わ
す
の
が
目
的

で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

″守

り
″
の
ス
ト
ロ
ー
ク
。」

（ケ
ネ
ス
・

ク
ロ
ス
リ
ー
著
、
後
藤
忠
弘
訳
、
川

端
昇
市
監
修
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

入
門
』
ベ
ー
ス
ポ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社

Ｓ
４８

・
Ｈ
刊
）

上
記
の
よ
つ
に
大
事
な
ク
リ
ア
ー

写
真
○

は
、
オ
ー
バ
ー

・
ヘ
ッ
ド

・
ス
ト
ロ

ー
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
ラ
ウ
ン
ド

・
ザ

・
ヘ
ッ
ド
等
は
程
々
の
ス
ト
ロ
ー
ク

で
打
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
筆
者
が
、

オ
ー
バ
ー

・
ヘ
ッ
ド

・
ス
ト
ロ
ー
ク

で
ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー
を
打
つ
指
導
を
、

中
学
生
に
行
な
っ
た
順
序
を
記
し
、

参
考
に
さ
れ
、
ま
た
批
判
し
て
頂
だ

き
た
い
と
思

つ
。　
ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー

を
正
し
く
打
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ス
マ
ッ
シ
ュ
も
ド
ロ
ツ
プ
も
、
打
点

の
位
置
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
手
首
へ
の

力
の
入
れ
方
等
と
の
工
夫
に
よ
っ
て
、

マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。
な
お
ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー
が

打
ち
合
え
る
よ
つ
に
な
る
に
は
、
当

然
ハ
イ

・
サ
ー
プ
が
打
て
な
け
れ
ば

い
け
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
割

愛
し
た
い
。

手
首

の
か
え
し
を
大
切
に

（①
　
ラ
ケ
ッ
ト
を
正
し
く
握
る
こ
と
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、
イ
ー
ス
タ

ン
・
グ
リ
ッ
プ
を
す
す
め
て
い
る
。

（写
真
○
参
照
）
初
心
者
は
ど
う
し

て
も
力

一
杯
握
っ
て
し
ま
つ
の
で
、

い
つ
も
は
力
を
抜
き
、
外
か
ら
大
き

く
包
み
込
ん
で
握
手
す
る
気
持
、
要

領
が
肝
ぬ

（②
　
ラ
ケ
ッ
ト
を
た
て
に
振
る
。
写

真
⑤
か
ら
⑥
へ
。
腕
は
で
き
る
だ
け

ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
、
力
を
抜
ぎ
、
腕

が
真
ん
前
の
所
で
一
瞬
キ
ュ
ッ
と
力

を
入
れ
て
速
く
振
る
。
力
を
入
れ
て

す
ぐ
抜
く
、
こ
こ
が
味
鳴

プ
・/br
緩  ノ



③

手
首
を
か
え
し
く

写
真
⑤
か

ら
①
へ
。
オ
ー
バ
ー
・
ヘ
ッ
ド
で
打

つ
時
ど
つ
し
て
も
ラ
ケ
ッ
ト
の
面
が

曲
り
易
い
。
曲
る
と
力
が
有
効
に
働

ら
か
な
い
し
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
時
ハ

ネ
が
落
ち
て
し
ま
い
威
力
が
半
減
す

る
。
手
首
の
か
え
し
の
感
覚
を
、
こ

こ
で
し
っ
か
り
身
体
で
憶
え
る
。

④
　
頭
上
で
の
素
振
り
。
肘
を
ま
げ

ず
、
腕
を
ま
っ
す
ぐ
真
上
に
伸
ば
し

手
首
を
か
え
し
て
面
を
正
面
に
向
け

て
か
ま
え
る
。
肘
を
少
し
後
へ
引
い

て
、
頭
上
で
音
が
出
る
よ
り
に
。

（写
真
◎
）

楽
し
み
な
が
ら

こ
こ
ま
で
の
間
に
、
私
は
五
つ
の

運
動
、
遊
び
、
練
習
を
と
り
入
れ
た
。

（そ
の
一
）
ハ
ン
カ
チ
落
し
。
長

い
タ
オ
ル
か
ら
始
め
て
、
小
さ
い
ハ

ン
カ
チ
ま
で
。
②
の
瞬
間
的
な
握
力
、

運
動
神
経
の
養
成
（
？
）
に
好
彎

（そ
の
二
）
初
心
者
は
力
を
抜
く

こ
と
が
へ
た
だ
。
必
要
な
時
に
、
力

を
み
な
ぎ
ら
せ
、
す
ぐ
抜
い
て
リ
ラ

ッ
ク
ス
す
る
状
態
の
く
り
返
し
Ю
こ

の
練
習
に
は
徒
手
体
操
は
必
修
課
鳳

（そ
の
三
）
手
首
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
楽
し
い
練

習
を

一
つ
。
シ
ャ
ト
ル
の
ケ
ー
ス
を

床
に
お
き
、
カ
バ
ー
し
た
ラ
ケ
ッ
ト

で
あ
お
い
で
転
が
す
。
石
の
あ
る
地

面
で
や
っ
た
り
、
カ
バ
ー
等
で
障
害

物
を
置
い
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
リ
レ

ー
競
走
す
る
と
熱
中
し
な
が
ら
力
も

つ
く
。
カ
バ
ー
し
た
ラ
ケ
ッ
ト
に
プ

レ
ス
を
つ
け
た
ら
ど
う
で
し
よ
う
。

（そ
の
四
）
シ
ャ
ト
ル
拾
い
。
上

級
生
が
打
つ
ハ
イ

・
サ
ー
プ
を
、
走

っ
て
い
っ
て
頭
上
で
捕
え
る
。
ク
リ

ア
ー
を
打
つ
位
置
を
早
く
身
に
つ
け

る
た
め
。

（そ
の
五
）
ハ
イ

・
サ
ー
プ

最
初
の
仕
上
げ

こ
こ
ま
で
く
れ
ば

⑤
　
肘
を
下
げ
ず
に
後
へ
引
い
て
か

ら
の
素
振
り
、
写
真
①
Ｏ
、
夜
寝
る

前
に
三
百
回
、
五
百
回
、
千
回
と
目

標
を
伸
ば
し
て
は
ど
う
で
し
よ
う
ｏ

⑥
）
上
級
生
や
教
師
が
ハ
イ
・
サ
ー

プ
を
打
ち
、
落
下
予
想
地
点
で
、
写

真
①
の
姿
勢
で
打
ち
返
す
。
う
ま
く

打
て
た
ら
続
け
ま
し
ょ
λ

⑦

上
級
生
の
サ
ー
プ
を
他
の
地
点

か
ら
落
下
地
点
へ
動
い
て
き
て

（走

っ
て
き
て
）
打
た
せ
る
。

③
　
二
人
で
、
さ
あ
楽
し
く
打
ち
あ

写真①
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写真 ①

い
ま
し
ょ

つ
。

最
後
に
　
再
び
引
用
を

前
褐

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
』
第
四
章

勝
つ
た
め
の
要
点
か
ら

。
初
め
て
対
戦
す
る
場
合
、
試
合
に

臨
ん
で
他
人
の
試
合
を
見
る
と
い
う

こ
と
が
第

一
条
件
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
見
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
当
然
あ
る

わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
初
め
て
ポ
ン

と
当
る
、
そ
う
い
う
初
め
て
対
戦
す

る
相
手
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
（中
略
）
そ
し
て

も
つ
一
つ
は
、
相
手
が
ど
ん
な
ク
セ

を
も
っ
て
い
る
か
を
意
識
し
て
見
る

方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
だ
い
た
い
ハ

イ

・
ク
リ
ア
ー
と
い
う
か
、
ド
リ
ブ

ン
・
ク
リ
ア
ー
と
い
う
か
、
ク
リ
ア

―
を
何
本
か
打
っ
て
い
る
う
ち
に
お

よ
そ
見
当
が
つ
い
て
く
る
も
の
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
お
い
て

一
番
大
事
な
の
は
ハ
イ

・

ク
リ
ア
ー
で
あ
る
。
そ
れ
を
し
っ
か

り
と
打
て
る
も
の
だ
っ
た
ら
、
そ
の

選
手
は
、
相
当
ほ
か
の
ス
ト
ロ
ー
ク

も
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
。
そ
れ
が
あ
ま
り
上
手
で
な
い
選

手
は
、
や
は
り
ほ
か
の
ス
ト
ロ
ー
ク

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー
を
し
っ
か
り
打
て

な
く
て
も
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
だ
け
で
押

し
て
ゆ
く
、
強
い
選
手
が
い
る
。
強

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
リ
ネ
ッ

ト
が
甘
か
っ
た
り
、
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。　
ハ
イ

・
ク
リ
ア
ー
を
し
っ
か

り
打
て
る
選
手
は
、
ほ
か
の
ス
ト
ロ

ー
ク
も
だ
い
た
い
安
定
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
判
断
し
て
や
っ
て
い
け
る
。

そ
こ
か
ら
判
断
し
て
や
っ
て
い
け
る
。

…
…
…

（以
下
略
ご

（
つ
づ
く
）

写真○

徒手体操も大切です

写真○

ハンカチとり……写真①

n‐籟

゛ ■



カ
ア
ル
ト
と

ナ
イ
ロ
ン
を
感
じ
さ
せ
な
い
ナ
イ
ロ
ス

新
開
発
さ
れ
た
、
カ

ア
ル
ト

ン
‘
■

―
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
″

シ
ャ
ト
ル
は
、
ナ
イ
ロ
ン
と
云
う
よ
り
も

英
国
製
高
級
水
鳥
シ
ャ
ト
ル
に

最
も
類
似
し
た
性
能
を

備
え
た
、
新
し
い

シ
ャ
ト
ル
で
す
。

メトロレジャ‐株式会社

ニュートーナメントの特徴

―
●打球音が変った●ラケットから離れる
感じが変った●ネットでのターンノーバ

(回転)が変った●スビン●シャトルに対
する視覚度 (よ く見える)がよくなった●飛
翔のときの一貫した安定性が増加された。

東京都千代田区外神田5 6 4 TEL 833 3661(代 )

ドヽ
、



＝
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
―

男
子
は
正
強
（
良奈
）
が
二
年
ぶ
り
、
女
子
は
新
潟
青
陵
に
栄
冠
輝
く

昭
和
４９
年
度
全
国
総
合
体
育
大
会

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
は
、
八
月

一

日
か
ら
佐
賀
県
嬉
野
社
会
体
育
館
ほ

か
の
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

連
日
の
猛
暑
に
も
め
げ
ず
、
若
人

た
ち
は
見
事
な
フ
ァ
イ
ト
で
祭
典
を

も
り
あ
げ
た
。

そ
し
て
、
団
体
戦
で
は
男
子
が
奈

良
県
の
正
強
高
校
が
３
１
２
で
日
大

山
形
高
校
を
降
し
、
二
年
ぶ
り
三
度

目
の
優
勝
を
か
ざ
り
、
女
子
は
、
昨

年
ま
で
無
敵
を
誇

っ
た
大
阪
の
四
条

畷
学
園
を
新
潟
の
青
陵
高
校
が
３
１

０
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
っ
て
実
に
七

年
ぶ
り
二
回
目
の
優
勝
と
い
う
快
挙

を
と
げ
た
。

一
方
個
人
戦
で
は
、
男
子
単
で
福

井
県
勝
山
高
校
の
長
谷
川
が
圧
倒
的

な
強
さ
で
栄
冠
を
勝
ち
と
っ
た
ほ
か
、

植
野
、
長
谷
川

・
諏
訪
組
、
関
根

・

大
塚
組
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

◆
男
子
団
体

▽
準
々
決
勝

金

沢
　
工

（石
　
川
）

正

　

　

強

（奈

良
）

勝

　

　

山

（福

井
）

日
大

山

形

（山
　
形
）

３１０
逆長　崎誦

３１０
．規梅礼叩幼

３１０
（日東大
京鶴沌

３１０　（滑富
　山判

▽
準
決
勝

正
　
強
３

（碑
・２
‐Ｉ
Ｈ
）
２
金
沢
工

岬　隊３
（辮・２‐ＩＨ）２勝　山

▽
決

勝

正　強３
（碑・２‐ＩＨ）２岬　隊

節田２（７‐５‐２‐‐‐‐５８‐５一・継帥○

○結綱
２
（‐５‐５‐‐７６）０
枷瞬

○村田
２
（‐５‐８‐‐７‐７）０
尾関

富
田
　
　
棄
　
権
　
　
米
山
○

○吉岡
２
（‐５‐５‐‐０５）０
加藤

◆
女
子
団
体

▽
準
々
決
勝

（四大　阪刈
３１１　（富岐　阜）

（藤富園山数
３１２　（奈熱ヽ
ぎ珠

蓋禦『
辞り．　３１１　（真栃岡木）

鋭
蠣

―
ム
一与
ち

▽準決勝
唖
緩
３
癖
２．―‐じ
．藤園女

ノ

J



▼
′
ン

▼ ン

０
繕

▽
決

勝

漸一　鵬３
（辞２．―‐００）０四条畷

○期雛
２
⌒‐５‐５‐‐２２）０
飢肺

○勁駐
２
⌒‐５‐５‐‐７８）０
柿旧

○関根
２
⌒‐‐‐‐‐‐２２）０
北村

一”期子レングルス

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
決
　
勝

］
刊
紺

２

（‐２８‐‐
‐―‐
‐‐‐‐３
）
・

・（
山
釜
瑯

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
決
　
勝

男
子
ダ
ブ

ル
ス
３
位
の
福
本

・
菅

組

（
上
）
と
塚
本

・
小
倉
組

（
下
）

E「
2

1515
1   1

5 5

0

市⌒滝
工金V沢
川

青新

陵潟
3

複 単
2  1
1   1

0 0

戻薪大関I婁V児

「
根勝ラ
ル
ス

⌒諏長
勝  谷
山訪 川

2

15 15
1   1

8 11

0

聖谷船滝V沢
本川

1515
1  1

2 2

0

女⌒藤原V山
陽原田 一通

ｌ

Ｊ

「
一



福
岡
、
佐
賀
両
県
で
開
か
れ
た
若

人
の
祭
典

「全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
」
の
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
七
年

ぶ
り
三
回
目
の
団
体
優
勝
を
成
し
遂

げ
た
新
潟
青
陵
高
校
チ
ー
ム
が
、
八

日
夕
、
特
急

「白
鳥
」
で
新
潟
駅
に

″が
い
旋
″
し
、
同
校
生
徒
会
や
父

兄
、　
一
般
市
民
の
歓
迎
を
受
け
た
。

同
校
チ
ー
ム
の
今
大
会
で
の
活
躍

は
目
ざ
ま
し
く
、
関
根
和
子
主
将
、

大
塚
ソ
ノ
エ
選
手
を
中
心
に
、
団
体

戦
で
は
決
勝
で
昨
年
ま
で
無
敵
を
誇

っ
て
来
た
四
条
畷
学
園

（大
阪
）
を

相
手
に
、
ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ン
グ
ル
ス

と
も
圧
倒
的
な
強
味
を
見
せ
３
１
０

で
を証
電

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
で
も
関

根

。
大
塚
組
が
岡
山
県
山
陽
女
子
高

校
の
原
田
・
藤
原
組
を
寄
せ
つ
け
ず

に
初
優
勝
。
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
大
塚

選
手
が
三
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
今

や

″世
界
Ｎ
０
１
ペ
ア
″
と
し
て
知

ら
れ
る
相
沢
・
竹
中
組
以
来
の
快
誉

佐
藤
秀
夫
監
督
、
関
根
主
将
以
下

ホ
ー
ム
に
降
り
立
っ
た
十
人
の
選
手

は
、
駅
頭
を
埋
め
た
三
百
人
余
り
の

歓
迎
団
を
見
て
ま
ず
ビ
ッ
ク
リ
し
た

表
情
¨
し
か
し
、
母
校
バ
ト
ン
ト
ア

ラ
ー
の
祝
勝
の
演
奏
、
本
間
忠
孝
校

長
の

「よ
く
や
っ
て
来
て
く
れ
た
」

の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
に
、
胸
に
シ
ー

ン
と
来
る
も
の
が
あ
っ
て
か
、
次
第

に
各
選
手
の
日
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
始

め
た
。
生
徒
会
か
ら
贈
ら
れ
た
大
き
な
花

束
を
抱
え
て
、
選
手
た
ち
は
夕
暮
れ

の
街
に
優
勝
パ
レ
ー
ド
に
出
か
け
た
。

同
校
チ
ー
ム
は
、
日
本
代
表
と
し
て

韓
国
で
開
か
れ
る

「日
韓
高
校
ス
ポ

ー
ツ
大
会
」
に
、
初
の
海
外
遠
征
を

す
る
予
と
ヽ

（新
潟
日
報
か
ら
）

|

女
子
ダ
ブ

ル
ス
準
優
勝
の
原
田
。藤
原
組
（
上
）
と
優
勝
関
根
。大
塚
組
（
下
）

□

ヽ

ピ

球

基凩
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勝
つ
も
敗
れ
る
も
全
力
〃

男
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
＝
長
谷
川

。
船
本
組

男
子
ダ
ブ

ル
ス
第
２
位
＝
滝
川

。
諏
訪
組

」
.餐

“

‐  J

綺』

郎 ー

一月
　　一な

一一】】】】””凛鰊　　　̈
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ア

ロ
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笑
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が
こ
ぼ
れ
る
チ
ャ
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ピ
オ
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喜びをかみじめる
う
ｏ
，
，
，
長
谷
川

・
船
本
組

い
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一
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優
勝
の
瞬
間
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恩
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岡
先
生
の
胸
に
と
び
こ
む
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野
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日
本
女
子
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
敗
る

第
７
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
は
、
イ

ラ
ン
の
首
府
テ
ヘ
ラ
ン
で
９
月
１
日

か
ら
開
催
さ
れ
、
多
く
の
種
目
で
中

国
の
参
加
が
認
め
ら
れ
、
熱
戦
が
く

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

注
目
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は
男

女
と
も
団
体
戦
決
勝
を
残
す
だ
け
と

な
っ
た
が

（９
月
８
日
現
在
）、
日
本

チ
ー
ム
は
不
調
で
、
男
子
は
５
位
、

女
子
は
３
位
に
終
わ
り
、
残
る
男
女

個
人
戦
に
期
待
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。

３

ｉ

▽

一
回
戦

。日　本３
（榊・２‐ＩＨ）２
タ

　

イ

▽
二
回
戦

日　本０
（脚向‐‐・２）３タノ、オス

▽５～８位決定戦

日　本３
（辮・２‐１００）０曰月リ

▽
５
、
６
位
決
定
戦

日　本３
（榊２．―‐０２）２香　港

馴野０
（・５‐―‐５‐５）２揚美良○

飯野０
（‐‐２‐―‐５‐５）２Ｌ宝添○

○抑卿２
（‐５‐５‐‐８８）

○勤醐２
（‐５‐５‐‐７‐‐）

○土田２
（‐５‐５‐‐７８）

”教婚胴体戦

０難嬢鴫

０繋０黄文興

・）３福″賞

０

ス

　

リ

０

万

レ

ジ

テ

レ

ジ

２
ダ
メ
ル。

ダミ
ナ
ル

２
二
　
　
〇

レ
ジ
ナ

２
タ
テ
ィ
○

側頼．（７‐７‐２‐‐‐‐５．４‐５一２雑計畷○

○溺麻２
（‐７‐５‐―‐４‐２）０根副謙

★
女
子
団
体
戦
で
は
も
ち
ろ
ん
優
勝

を
、
男
子
も
メ
グ
ル
を
期
待
さ
れ
た

本
大
会
で
あ
っ
た
が
、
女
子
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
逆
転
負
け
を
喫
し
て
し

ま
っ
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
を
連
勝
し
、

好
調
な
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
ダ
ブ

ル
ス
を

一
つ
も
取
れ
ず
、
竹
中
も
、

タ
テ
ィ
・
ス
ニ
フ
に
完
敗
し
、
三
位

に
甘
ん
じ
た
。

男
子
は
、
タ
イ
に
は
接
戦
の
末
勝

っ
た
も
の
の
伏
兵
パ
キ
ス
タ
ン
に
ス

ト
レ
ー
ト
で
敗
れ
た
。
こ
の
試
合
シ

ン
グ
ル
ス
で
、
飯
野
、
土
田
が
相
次

い
で
ス
ト
レ
ー
ト
負
け
、
そ
し
て
全

英
ベ
ス
ト
４
の
池
田

・
栂
野
尾
の
ダ

ブ
ル
ス
も
ス
ト
レ
ー
ト
で
敗
れ
、
意

外
な
結
果
で
終
わ
っ
た
。

他
国
の
情
勢
は
、
９
月
８
日
現
在

判
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
男
子
準

決
勝
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
３
１
０

で
イ
ン
ド
を
、
中
国
が
や
は
り
３
１

０
で
パ
キ
ス
タ
ン
を
破

っ
て
決
勝
で

対
戦
す
る
。

日
　
本
２

０
相
沢
２

０
湯
木
２

側撚
・
溺麻０
（９‐４‐‐‐５‐７）

竹中０
（７８‐―‐‐１‐）

▽
３
位
決
定
戦

日　本３
（辮・２‐―・０）・韓　国

○湯木２
（‐‐‐２‐‐８‐０）０玉卜銀

○西尾２
⌒‐‐‐‐‐‐８８）０呉研漢

角1413 ftt f薔 癖
||| | | | 1 02
15184  2 5 7 6  1  1~~~21

■
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た

本
誌
５
月
号

（第
５５
号
）
で
お
願

い
し
た
ア
ン
ヶ
ｌ
卜
に
対
し
、
多
く

の
読
者
の
方
々
か
ら
お
答
え
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
結
果
は
次
号
で
発
表

す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
全
応
募
者
の
中
か
ら
抽
せ

ん
で
次
の
方
々
に
、
ョ
ネ
ッ
ク
ス
ス

ポ
ー
ツ
提
供
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
ソ

ツ
ク
ス
を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

（敬
称
略

・
順
不
同
）

浪
江
　
博
子

（渋
谷
区
富
ヶ
谷
）

井
上
　
健
三

（品
川
区
西
大
井
）

海
野
　
英
哉

（目
黒
区
中
目
黒
）

横
田
　
利
弘

（ム
公
民
市
大
安
寺
町
）

三
井
　
利
果

（小
金
井
市
東
町
）

佐
々
木
京
子

（横
浜
市
戸
塚
区
）

林
　
　
良
二

（神
戸
市
兵
墜
区
）

植
竹
　
芳
雄

（鳩
ケ
谷
市
本
町
）

黒
沼
　
　
明

（天
理
市
別
所
）

木
地
谷
博
人

（横
須
賀
市
走
水
）

鈴
木
　
英
昭

（鳩
ヶ
谷
市
本
町
）

和
久
　
真

一
（杉
並
区
下
井
草
）

山
田
　
久
子

（盛
岡
市
肴
町
）

本
聞
　
英
明

（札
幌
市
豊
十
区
）

川
又
　
辰
夫

（川
崎
市
圭
区
）

市
川
　
大
介

（大
阪
府
高
槻
市
）

浅
妻
　
茂
行

（新
潟
県
西
蒲
原
郡
）

永
尾
　
　
勲

（伊
万
里
市
立
花
町
）

大
越
　
久
義

（八
戸
市
鮫
町
）

岡
本
　
咲
子

（習
志
野
市
袖
ケ
浦
）

ま
た
、
貴
重
な
資
料
と
原
稿

。
写

真
を
お
送
り
く
だ
さ
っ
た
次
の
方
々

に
、
ョ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
提
供
の

最
高
級
選
手
用
ラ
ヶ
ッ
ト
を
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
さ
ら
に
練
習

を
つ
ん
で
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（敬
称
略
）

鈴
木
　
洋
史

（横
浜
市
鶴
見
区
）

地
主
　
大
造

（横
浜
市
旭
区
）

大
森
　
幸
衛

（都
下
立
川
市
栄
町
）

柳
沢
　
純
子

（杉
並
区
荻
窪
）

■
フ
ア
イ
ル
品
切
れ
の
お
知
ら
せ

本
誌
専
用
合
本
フ
ァ
イ
ル
を
皆
様

に
お
取
次
ざ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

約
６
か
月
間
で
、
編
集
部
で
用
意
し

た
フ
ァ
イ
ル
を
す
べ
て
配
布
し
て
し

ま
い
、
品
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

本
誌
専
用
フ
ァ
イ
ル
は
、
特
別
注

文
品
で
す
の
で
、
あ
る
程
度
多
く
の

数
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
と
、
製
作
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
フ
ァ

イ
ル
ご
希
望
の
方
は
し
ば
ら
く
ご
辛

ぼ
う
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
も
し
、
読
者
の
方
々
か
ら
の

ご
希
望
が
多
い
場
合
に
は
、
再
版
す

る
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

際
に
は
本
誌
誌
上
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。



橋
清
、
鎌
田
哲

（女
子

。
大
阪
）
＝
高
田
幹
子
、
乾

須
賀
子
、
仲
西
喜
美
代
、
気
谷
悦
子
、

本
田
富
美
子
、
貴
田
絹
子

課

椛
ｌ
ｏ
瑞
一堵

▽
決

勝

公
本

・
岩
崎

２
１
１

広
田

・
沖
野

ま
た
　
第
７
回
理
事
長
杯
広
島
県

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
は
６
月

３０
日
、
県
立
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

◆
男
子
Ｉ
部
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

矢
野
（
日
立
）
２
１
０

永
井
（広
大
）

印一
（ＮＫ
２１０
％）原
（友

▽
決

勝

矢

　

　

野

２
１
１

杉

之

原

◆
向
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

彬
（之期ク・瑚
２１１　（多剛Ｋ。細一

、林麟
．奸判
２１１　（矢晰
神̈細

▽決
勝

彬　之　棘
２１１
殊　　　耕

◆
男
子
Ｈ
部
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

川
上
（
日
立
）
２
１
０

山
下
（
日
製
）

堀
江
（
日
製
）
２
１
１

藤
井
（
日
化
）

▽
決
　
勝

川

　

　

上

２
１
０

堀

　

　

江

◆
同
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

（岡助
・儘一
２１０　（笠絣
・町一

▽（堀れ。鰤「２１０　（前副・婚秘

堀
江

・
山
下

２
１
０

岡
山

・
藤
井

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

広
田
（広
大
）
２
１
０

沖
野
（広
大
）

松
本
（広
大
）
２
１
１

藤
井
（広
大
）

▽
決
　
勝

広

　
　
田

２
１
０

松
　
　
本

◆
同
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

（松淋
・端刈
２１０　（宮馳
・菫珠

（広畑
・劫瑚
２１０　（大酔
・規耕

▽決
勝

広
田

・
沖
野

２
１
０

松
本

・
岩
崎

昭
和
４９
年
度
岡
山
県
社
会
人
選
手

権
大
会
は
、
７
月
１４
日
、
玉
野
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
結
果
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級

▽
準
決
勝
造（芳上雁『２⌒‐５‐５‐１５４）００（角』『

造（田藤歴『２（‐５７‐５‐‐‐‐‐‐５８）・刹功諏

書決掛〓一⌒‐５‐５‐‐７６）０畷　期

◆男子シングルスＡ級

▽
準
決
勝
　
　
　
　
　
　
　
．

造（芳に一２⌒‐５‐５‐‐４３）０造（藤肛柳
造（上に抑２（‐５‐５‐‐‐０７）０造（松膳糾

▽
決

勝

芳
　
上

２

（‐５‐５
‐ ‐
‐‐９
）
０

上
　
野

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝
レ（寺三）「２（‐５‐５‐‐２２）０一げ』一

造（松［『２（‐５‐５‐‐・３）０石（沢土に瀑一

一
決

則
串
一
（‐５‐５
‐ ‐
・ ０
）
０

松
権
岡

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

第
２５
回
五
大
都
市
体
育
大
会
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
会
は
、
７
月
５
日
、

６
日
、
７
日
の
三
日
間
、
大
阪
市
東

淀
川
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
が
、
男

子
は
横
浜
が
、
女
子
は
大
阪
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
た
。

▽
男
子
団
停
戦

名
古
屋
５
１
０
神
戸
、
大
阪
３
１
２

名
古
屋
、
横
浜
５
１
０
神
戸
、
横
浜

３
１
２
大
阪
、
京
都
３
１
２
神
戸
、

京
都
３
１
２
名
古
屋
、
横
浜
５
１
０

名
古
屋
、
大
阪
５
１
０
神
戸
、
大
阪

４
１
１
京
都
、
横
浜
５
１
０
京
都

〔順
位
〕
１
位
＝
横
浜
、
２
位
＝
大

阪
、
３
位
＝
京
都
、
４
位
＝
名
古
屋
、

５
位
＝
神
戸

▽
女
子
団
体
戦

名
古
屋
５
１
０
神
戸
、
大
阪
５
１
０

名
古
屋
、
横
浜
５
１
０
京
都
、
大
阪

３
１
２
横
浜
、
大
阪
５
１
０
京
都
、

横
浜
５
１
０
神
一月
、
一示
都
５
１
０
神

戸
、
大
阪
５
１
０
神
戸
、
横
浜
５
１

０
名
古
屋
、
京
都
４
１
１
名
古
屋

（順
位
〕
１
位
＝
大
阪
、
２
位
＝
横

浜
、
３
位
＝
京
都
、
４
位
Ｈ
名
古
屋
、

５
位
＝
神
戸

優
勝
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と

お
り
。
（男
子
・
横
浜
）
＝
杉
田
博
、
鈴
木

勝
之
、
小
島

一
平
、
宮
川
秀
樹
、
高

第
６
回
個
人
総
合
県
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
は
、
５
月
１２
日
県
立

体
育
館
で
行
な
わ
れ
、
結
果
は
次
の

と
お
り
で
し
た
´

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

矢
野
（
日
立
）
２
１
０

ｍ
一

（Ｎ
Ｋ

彬
友
　
ク
胡

２
，
１

山
岡
Ｅ
一菱
）

▽
決
　
　
腸

矢

　

野

２
１
０

杉

之

原

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

広
田
（広
大
）
２
　
０

大
坪
（広
大
）

松
本
（広
大
）
２
１
０

沖
野
（広
大
）

▽
決
　
勝

広

　

田

２

０

松

　

本

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

彬
（之胡
ク。「
２１１
按堆三．教竃

（山鋼
・熟瑯
２１０　（永餅
・輝瑚

▽決
勝

杉
之
原
・
柏
木

２
１
１

山
岡

・
占
部

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

（広副
・坤瑚
２１０　（大岬
・爆耕

レ（寺）規
２
（‐‐‐‐‐‐０６）０

▽
決
　
勝
〓一　田２（‐‐１１６‐‐１７８‐‐）１寺　見

な
お
３５
オ
以
上
ダ
ブ
ル
ス
は
、
明

珍

・
西
村

（三
井
造
船
）
が
、
同
シ

ン
グ
ル
ス
は
西
村

（三
井
造
船
）
が
、

男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
級
は
、
藤
原

・
平

田

（三
石

。
日
旅
）、同
シ
ン
グ
ル
ス

は
金
田

（三
井
造
船
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
栄
冠
を
手
に
し
た
。

レ⌒三Vク
ラ田

2

1111
1 1
4 4

権Ｔ
一井

造
船
）

木

村

（山
陽

Ｏ
Ｇ
）



情
熱
が
学
校
を
動
か
す

●
宇
和
島
南
高
グ
ル
ー
プ

始
業
前
に
練
習
に
は
げ
む

『パ
シ
ッ
「
バ
シ
ッ
』
鋭
く
風
を

切
る
音
が
聞
こ
え
、
白
い
シ
ャ
ト
ル

（羽
根
）
が
チ
ョ
ウ
の
よ
つ
に
舞
λ

時
に
は
フ
ヮ
リ
と
、
時
に
は
ピ
ュ
ー

ッ
と
ネ
ッ
ト
の
上
を
行
っ
た
り
来
た

と
こ
ろ
は
宇
和
島
市
文
京
町
に
あ

る
宇
和
島
南
高
校
の
体
育
館
。
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
っ
て
い

る
の
は
同
校
の
生
徒
た
ち
。
ほ
と
ん

ど
毎
日
、
午
前
八
時
前
に
な
る
と
体

育
館
に
二
人
、
五
人
…
…
と
や
っ
て

く
る
。
早
速
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
シ
ャ

ト
ル
を
打
ち
合
う
。
そ
し
て
始
業
時

間
が
近
づ
く
八
時
半
ご
ろ
に
は
ラ
ケ

ツ
ト
を
置
く
。

そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
は

い
る
が
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
選
手
で

は
な
い
。
同
校
に
は

「バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
」
と
い
う
部
は
な
い
。
同
好
会

，
　
い
や
二ヽ爆
つ
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

好
き
な
生
徒
た
ち
ば
か
り
の
集
ま
り

だ
。
し
か
し
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は

″名
″
が
な
い
。
強
い
て
呼
ぶ
な
ら

「宇
和
島
南
高
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好

者
グ
ル
ー
プ
」
か
。

同
校
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
行
わ
れ

だ
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
二
年
ご
ろ

と
か
。
青
柳
治
教
諭

（体
育
）
ら
の

話
に
よ
る
と

『な
ん
で
も
当
時
の
体

育
関
係
の
先
生
ら
数
人
が
始
め
た
の

が
キ
ッ
カ
ケ
ら
し
い
」
と
い
う
。
そ

し
て
、
教
職
員
の
多
く
が
ラ
ケ
ッ
ト

を
ユ碕
？
よ
り
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、　
い
つ
の
間
に
か
生
徒

た
ち
の
間
に
流
行
し
だ
し
た
。
そ
の

数
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
。
そ

し
て
四
十
五
年
の
春
、
学
校
側
に
対

し
て

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
』
新
設
の

申
請
が
出
さ
れ
た
。
希
望
者
は
五
十

人
を
超
え
て
い
た
と
い
λ

し
か
し

実
現
し
な
か
っ
た
。

だ
が
学
校
側
は

「せ
っ
か
く
生
徒

た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
』

と
、
体
育
館
を
使
用
す
る
の
は
黙
認

し
た
。
ネ
ッ
ト
も
貸
し
与
え
た
。
た

だ
し

″他
の
部
活
動
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
に
″
と
い
っ
条
件
つ
き
で
。

そ
ん
な
わ
け
で
早
朝
の
練
習
が
始
ま

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ラ
ケ
ッ
ト
や
シ
ャ

ト
ル
は
自
一則

ンヽ
ャ
ト
ル
が
い
た
む

と
、
や
っ
て
い
る
者
が
費
用
を
出
し

合
２ヽ

手
軽
に
出
来
る
こ
と
な
ど
か

ら
盛
ん
に
な
っ
た
。
友
達
同
士
で
、

先
輩
か
ら
後
輩

へ
。
練
習
は
受
け
継

が
れ
た
。

清
水
房

一
君
を
は
じ
め
酒
栄
忠
臣
、

藤
田
博
光
、
山
口
悦
利
、
岡
田
満
、

浜
田
昌
、
兵
頭
光
志
君
＝
い
ず
れ
も

二
年
生
＝
ら
も
、
そ
う
し
た
仲
間
だ
。

み
ん
な

一
年
の
時
か
ら
始
め
た
と
い

う
。
「
好
き
だ
っ
た
「
面
白
そ
う
だ
か

ら
Ｌ
今
ま
で
や
っ
て
い
た
の
と
一曝
つ

ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
か
っ
た
Ｌ
先
輩
に

誘
わ
れ
て
」
な
ど
動
機
は
さ
ま
ざ
蔦

酒
栄
君
ら
は
北
宇
和
郡
津
島
町
か
ら

通
っ
て
い
る
。
バ
ス
で
約
五
十
分
か

か
る
。
だ
か
ら
起
床
は
六
時
半
ご
ろ
。

最
初
は
眠
か
っ
た
が
、
そ
の
つ
ち
慣

れ
た
。
指
導
者
は
別
に
い
な
い
。
先
輩
に

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
各
自
が
研
究

し
て
腕
を
み
が
い
た
。
毎
日
の
練
習

で
上
達
し
た
。
時
々
相
手
を
す
る
青

柳
先
生
ら
も

「昨
年
か
ら
特
に
つ
ま

く
な
っ
た
。
試
合
に
出
て
も
恥
ず
か

し
く
な
い
く
ら
い
」
と
感
心
す
る
。

酒
栄
君
ら
に
よ
る
と
、
実
は
昨
年

の
春
に
二
度
目
の

″部
新
設
″
主
要

求
し
た
と
い
つ
。
ク
ラ
ブ
改
廃
委
員

会
で
討
議
さ
れ
た
が
、
や
は
リ
ダ
メ

だ
っ
た
。

「現
在
、
体
育
関
係
で
は
十
五
の

部
が
活
動
し
て
い
る
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ト
ン
が
熱
心
に
や
っ
て
い
る
の
は
知

っ
て
い
る
。
な
ん
と
か
し
た
い
と
思

う
が
、
経
済
的
に
も
場
所
の
点
か
ら

も
ど
つ
し
よ
つ
も
な
い
」
森
松
幸
夫

教
頭
は
悩
み
を
語
る
。

彼
ら
も
先
輩
と
同
じ
よ
つ
に

一
度

も
試
合
に
出
て
い
な
い
。
三
年
近
ぐ

続
け
な
が
ら
。
で
も
彼
ら
の
表
情
は

明
る
い
。
″東
縛
′
さ
れ
ず
に
や
れ
た

く
ふ
う
し
て
み
ん
な
が
楽
し
む

●
井
波
小
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

体
育
館
の
三
分
の
一
の
場
所
で
、　
　
す
る
。
少
し
の
時
間
も
利
用
し
て
す

三
十
二
人
の
ク
ラ
ブ
員
が
、
効
果
的

　

ぶ
り
の
練
習
を
し
て
い
る
人
も
い
な
。

に
練
習
を
す
る
に
は
、
ど
の
よ
つ
に
　

そ
の
っ
ち
に
、
三
週
間
に

一
回
は
正

し
た
ら
よ
い
か
。
こ
れ
が
な
や
み
の
　

式
の
コ
ー
ト
を
使

っ
て
練
習
試
合
を

種
で
あ
っ
た
。
み
ん
な
で
考
え
を
し

　

しヽ
て
ぃ
る
。

ぼ
っ
て
考
え
て
い
た
の
が
、
体
育
館

　
　
み
ん
な
が
参
加
す
る
た
め
に
試
合

の
幅
い
っ
ぱ
い
に
、
ネ
ッ
ト
の
高
さ

　

形
式
は
ダ
ブ
ル
ス
に
な
っ
て
い
る
。

に
合
わ
せ
て
ひ
も
を
は
っ
て
練
習
す

　

点
数
の
数
え
方
、
サ
ー
プ
の
位
置
な

る
こ
と
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
な
か
な
か
お
ぼ
え
き
れ
な
い
で
、

こ
う
す
れ
ば
規
定
の
広
さ
は
と
れ

　

ま
ご
っ
ぃ
て
い
る
只
六
年
、
部
長

・

な
く
て
も
、
な
ん
と
な
く
気
分
が
で
　

斎
藤
智
子
）（北
日
本
新
聞

・
７

・
２５
）

て
く
る
の
で
あ
る
。
四
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
チ
ー
ム
ご
と
に
練
習
を
工
夫
∩

川

照

納

温

Ｕ

の
が
よ
か
っ
た
の
か
も
っ
愛
好
者
は

現
在
、
約
二
十
人
く
ら
い
と
い
う
。

定
か
で
は
な
い
。
女
子
が
減
っ
た
ら

し
い
。
四
月
以
降
、
新
し
い
愛
好
者

が
ま
た
増
え
た
そ
、つ
。
『
や
る
以
上
、

う
ま
く
や
り
た
い
し
試
合
に
も
出
た

い
ん
で
す
」
―
や
る
気
の
あ
る
後
輩

も
い
る
。
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
』
が
生

ま
れ
る
の
は
、
ま
だ
先
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
き
ょ
う
も
ま
た
体
育

館
に
は
シ
ャ
ト
ル
が
威
勢
よ
く
飛
び

交
′

ふ

る
。（愛
媛
新
聞

・
７

・
１７
）



バ
ド
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
マ
マ

近
所
の
人
の
ふ
し
ぎ
そ
う
な
顔

●
仙
台
市
長
町
バ
ド
ミ
ン

ま
っ
す
ぐ
打
て
）ト
ン
教
室

れ
ば

一
人
前
…
…

ル
ー
ル
な
ど
の

″講
義
″
を
約
二

十
分
受
け
た
あ
と
、
直
ち
に
ゲ
ー
ム

に
入
る
。　
コ
ー
ト
三
面
を
使

っ
て
の

ダ
ブ
ル
ス
で
あ
る
。
同
程
度
の
腕
を

持
つ
ペ
ア
が
対
戦
す
る
の
が
い
つ
も

の
パ
タ
ー
ン
だ
。
「高
校
時
代
な
ど
に

や
っ
て
き
た
人
と
数
ヵ
月
前
に
ラ
ケ

ッ
ト
を
握
っ
た
人
の
対
戦
で
は
、
試

合
が

一
方
的
に
な

´́
て
し
ま
う
」

（荘
司
さ
ん
）
と
の
配
慮
か
ら
こ
の

形
を
と
っ
て
い
る
。

た
だ
当
て
れ
ば
い
い
と
い
つ
が
、

当
て
方
に
よ
っ
て
球
は
右
に
も
左
に

も
飛
ん
で
い
く
。
相
手
に
打
ち
込
む

ス
キ
を
与
え
な
い
よ
う
な
サ
ー
プ
を

心
掛
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
ゲ
ー
ム
の

本
当
の
面
白
さ
が
味
わ
え
る
の
は
こ

れ
か
ら
」
と
プ
レ
ー
に
も

一
段
と
熱

が
込
も
る
。

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
の
連
絡
先
は

同
市
門
前
町
、
長
町
公
民
館
内
、
電

話

（４
８
）
５
４
４
３
。

（河
北
新
報

・
７

・
１９
）

●
滋
賀
県

・
寺
田
　
寿

最
近
、
新
聞
な
ど
で
よ
く
み
か
け

る
こ
と
ば
の
ひ
と
つ
に

「余
暇
」
と

い
う
の
が
あ
る
。
し
か
し
知
人
と
の

会
話
の
中
に
は
必
ず
「忙
し
い
…
…
」

と
い
つ
の
が
で
て
く
る
。

日
曜
日
ご
ど
の
大
会

・
講
習
会

・

練
習
会
な
ど
で
、
日
曜
日
の
休
み
が

ほ
し
い
私
に
は

「余
暇
」
は
皆
無
で

あ
る
。
近
所
の
人
は
日
曜
日
に
は
き
ま
っ

て
朝
早
く
出
か
け
る
私
に
、
ふ
し
ぎ

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
り
し
め
た
手
が
次

第
に
汗
ば
ん
で
く
る
。
ネ
ッ
ト
越
し

に
対
戦
相
手
を
ジ
ッ
と
見
つ
め
る
。

繰
り
出
さ
れ
た
サ
ー
プ
を
う
ま
く
は

し
き
返
す
。
そ
し
て
激
し
い
打
ち
合

い
が
続
く
。
お
母
さ
ん
た
ち
は
汗
で

び
っ
し
よ
り
だ
。
こ
の
ゲ
ー
ム
、
簡

単
な
よ
つ
で
な
か
な
か
難
し
い
。

仙
台
市
長
町
公
民
館
の
体
育
館
に

月

一
回
集
ま
る
お
母
さ
ん
た
ち
。
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ

た
ハ
ッ
ス
ル
マ
マ
さ
ん
た
ち
で
あ
る
。

「ラ
ケ
ッ
ト
と
羽
根
球
さ
え
あ
れ
ば

ど
こ
で
で
も
出
来
る
」
と
い
う
気
軽

さ
が
受
け
て
か
、
メ
ン
パ
ー
は
四
十

人
を
数
え
る
。
先
生
は
県
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
副
会
長
の
荘
司
達
治
さ
ん
。

荘
司
さ
ん
か
ら
基
本
プ
レ
ー
と
ル
ー

ル
を
た
た
き
込
ま
れ
、
お
母
さ
ん
た

ち
の
腕
は
日
を
重
ね
る
ご
と
に
上
達

し
て
い
る
と
か
。
「
″球
を
正
確
に
相

手
に
打
ち
返
す
″
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
れ
ば
も
う

一
人
前
」
と
荘
司

さ
ん
は
教
え
て
い
る
。

●

二
つ
の
全
道

マ
マ
さ
ん
大
会

５２
歳
で
も
若
さ

い
っ

「
マ
マ
が
ん
ば
っ
て
「
ま
か
し
と

い
て
」
と
親
子
の
や
り
と
り
が
飛
び

か
う
体
育
館
―
。
十
日
　
札
幌
市
内

で
二
つ
の
全
道
家
庭
婦
人
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
幕
し
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

と
卓
球
で
、
と
も
に
今
年
が
三
回
鳳

参
加
者
が
増
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
日

程
が
今
回
か
ら
二
日
間
と
な
っ
た
が
、

終
日
、　
マ
マ
さ
ん
選
手
の
熱
の
こ
も

っ
た
プ
レ
ー
が
続
い
た
。

○
…
北
海
高
で
の
道
バ
ド
ミ
ン
ト

・

ン
協
会
、
北
海
道
新
聞
社
共
催
の
全

道
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
は
、

午
前
十
時
か
ら
始
ま
っ
た
。
参
加
し

た
の
は
百

一平
へ

地
元

・
札
幌
万

ほ
か
遠
く
北
見
、
函
館
か
ら
も
泊
ま

り
が
け
で
や
っ
て
き
た
。
最
年
長
の

武
田
久
子
さ
ん
貧
じ
＝
空
知
管
内
栗

山
町
＝
を
は
じ
め
み
ん
な
自
の
ス
カ

ー
ト
や
キ
ュ
ロ
ッ
ト
に
身
を
包
み
、

ぐ
ん
と
若
返
っ
た
感
じ
。
競
技
は
団

体
と
個
人
戦
だ
が
、
初
日
は
団
体
彎

十
七
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
は
真
剣
な

表
情
で
白
い
羽
根
を
追
つ
と
、
み
る

み
る
汗
び
っ
し
よ
り
。
ま
た
試
合
前
、

幼
児
を
背
負
っ
て
あ
い
さ
つ
を
交
わ

そ
う
な
顔
で
あ
い
さ
´́
を
し
て
く
れ

る
。
で
も
こ
の
ご
ろ
で
は
半
日
で
も

家
に
い
る
と
、
そ
れ
以
上
に
ふ
し
ぎ

な
生
物
を
み
る
限
つ
き
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
多
忙
に
な

る
だ
ろ
う
が
、
近
所
の
人
に
せ
い
ぜ

い
ふ
し
ぎ
な
生
物
と
し
て
あ
い
さ
つ

さ
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
。
（筆
者
は
滋
賀
県
協
会
理
事
長
）

（滋
賀
の
ス
ポ
ー
ツ
・
第
３３
号
）

し
た
り
、
ゲ
ー
ム
中
に

「
マ
マ
ー
ッ
」

と
子
供
が
母
親
に
駆
け
寄
る
ほ
ほ
え

ま
し
い
光
景
も
見
ら
れ
た
。

○
…
全
道

マ
マ
さ
ん
卓
球
大
会

（道
卓
球
連
盟
主
催
、
北
海
道
新
聞

社
後
援
）
は
午
前
九
時
二
十
分
か
ら

市
中
央
体
育
館
ζ

道
内
各
地
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
百
五
十
人
が
参
加

し
た
。
こ
ち
ら
も
初
日
は
団
体
『

二
十
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
が
、
色
と

り
ど
り
の
短
パ
ン
姿
の
選
手
た
ち
は
、

ス
タ
ン
ド
に
詰
め
か
け
た
ご
主
人
や

子
供
た
ち
の
声
援
を
受
け
て
ハ
ッ
ス

ル
。
ゲ
ー
ム
が
終
わ
る
と
、
に
こ
や

か
に
握
手
を
か
わ
し
て

「来
年
も
ま

た
や
り
ま
し
ょ
つ
」
―
。
三
年
前
、

中
国
卓
球
チ
ー
ム
が
道
内
に
残
し
て

い
っ
た

″勝
敗
よ
り
友
好
″
の
シ
ー

ン
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

【パ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
▽
準
決
勝

札

幌

Ａ

ｌ

Ｏ

函

館

Ｂ

函

館

Ａ

２
１

札

幌

Ｂ

▽
決
勝

札

幌

Ａ

ｌ

ｌ

函

館

Ａ

【卓
球
】
▽
準
決
勝

旭
川
若
妻
会

３
１
１

千
　
　
　
歳

乱幌
カト
レ
３
１１
乱瑚中央
ク

▽
決
勝

乱
幌
カ
ト
レ

３
１
１

旭
川
若
妻
会

（北
海
道
新
聞

・
８
・
Ｈ
）

ぱ
い

３９

友
好
第

一
、
勝
敗
第
二



■
年
間
予
約
購
読
の
お
す
す
め

本
誌
の
購
読
は
、
年
間
予
約
が
便
利
で
す
。

本
誌
は
一
部
定
価
二
百
二
十
円
で
、　
一
年
間
十
二
冊
は
二
千
六
百

四
十
円
と
な
り
ま
す
が
、
予
約
購
読
を
な
さ
い
ま
す
と
、
二
千
四

百
円
と
な
り
ま
す
。
送
料
は
当
方
で
負
担
い
た
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
本
誌
は
さ
み
込
み
の
振
替
用
紙
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
便
局
で
手
続
し
て
い
た
だ
く
か
、
現
金
書

留
で
代
金
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
必
ず
何
号
か
ら
の
申

し
込
み
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

〈宛
先
〉
　

〒
１５０
　
東
京
都
渋
谷
区
神
南

一
ノ

一
ノ

一

岸
記
念
体
育
会
館
内

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

，ヾ
ド
ミ
ン
ト

／
界
編
集
部

■

事

務

局

通

信

●
本
会
事
務
局
員
の
異
動
に
つ
い
て

過
ぐ
る
６
月
２０
日
付
を
以
っ
て
、
鈴
木
美
知
子
が
退
職
し
、
８
月
１９
日
付
に
て
、
永
尾
シ
ズ
ノ
が
就
職

い
た
し
ま
し
た
。

今
後
共
、　
一
層
の
ご
指
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
本
会
事
務
局
へ
の
通
話
に
関
す
る
お
願
い

本
会
事
務
局
電
話
機
配
置
の
都
合
に
よ
り
、
小
職
宛
通
話
は
、
お
手
数
な
が
ら
、
つ
ぎ
に
て
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

電
話
番
号
　
　
０３
‐
θ
１
３
１
１
１
（内
線
３５‐
）

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
　
事
務
局
長
　
村
　
山
　
幸
　
雄

◎無断転載を禁ず

○
…
第
二
回
訪
中
大
会
の
も
よ
つ
を

中
心
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
中
国

で
も
若
手
の
台
頭
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

○
…
一
方
日
本
の
将
来
を
担
う
、
高

校
生
の
祭
典
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
よ
う

す
も
、
多
く
の
写
真
と
と
も
に
お
伝

え
し
ま
す
。

○
…
第
７
回
ア
ジ
ア
大
会

で
は
、
日
本
選
手
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、

団
体
戦
で
は
、
男
女
と
も

予
想
を
下
回
る
成
績
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
男
子
で
は
伏

兵
パ
キ
ス
タ
ン
の
登
場
、

女
子
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
復
活

な
ど
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
そ
の
も
の
の

レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

飯
野

・
土
田

・
西
尾
と
い
っ
た
若

手
選
手
に
は
よ
い
体
験
と
な
っ
た
で

し
ょ
う
。
今
後
に
生
か
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

○
…
関
東
学
生
秋
季
リ
ー
グ
戦
が
、

男
子
＝
１０
月
２
日

（板
橋
区
体
育
館
）

７
日
、
８
日

（駒
沢
体
育
館
）
Ｈ
日

（江
戸
川
区
総
合
体
育
館
）
Ｉ
日

（駒
沢
体
育
館
）、
女
子
＝
１０
月
１
日

↑
甲
丞
区
総
合
体
育
館
）
２
日

（板

橋
）
１５
日
、
１７
日
、
２２
日

（中
央
区
）

で
開
か
れ
ま
す
。
ご
観
戦
亀

編集室から

○
…
次
号
は
、
全
英
選
手
権
大
会
に

お
け
る
、
ル
デ
ィ
・
ハ
ル
ト
ノ
、
ギ

ル
ク
ス
夫
人
、
Ｐ

・
グ
ナ
ラ
ン
ら
の

フ
ォ
ー
ム
を
分
析
し
、
新
し
い
読
物

も
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
】
第
５９
号

昭
和

４９
年

８
月

２５

日
　

印
覇

昭
和

４９

年
９

月

１

日
　

発
行

‘
集

兼

発
行

人
　

秦

　
　
　

　
　

浩

発

行
所

　
東
京

都
渋
谷

区
神
南

一
の

一
の

一

岸

記

念
体
育

曽
内

日
本

バ
ド

ミ

ン
ト

ン
協

会

電

話

四

六
七

〓

〓

二

（
内
燎

Ｙ

一五

一

四
六

七

ｔ
〇

九
五

＾
壼

通

）

郵
便

‘
号

　

一
五
〇

振

替

口
座

　

東
京

三

二

一
九

二

印
刷

所
　

東

京

都
豊

島

区
南

夫

塚

ニ

ー
二
九

円
安

印
覇

株
式

会

社

定
価

　

一
部

二
百
二
十
円

全
国
教
員
養
成
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
研
修
会
開
催
要
項

●
開
催
期
日
＝
１０
月
１０
日

（木
）

か
ら
１３
日

（日
）
ま
で

●
開
催
場
所
＝
東
京
都
渋
谷
区
代

々
木
山
谷
３
４
６

・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

・

Ｔ
Ｅ
」
０３
１
４６７
‐
７
２
０
１

●
参
加
責
格
＝
教
員
養
成
大
学
の

学
部
ま
た
は
学
科

（体
育
専
攻
も

含
む
）
に
籍
を
お
く
学
生
で
、
各

都
道
府
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
会

長
の
推
せ
ん
を
受
け
た
も
の
各
４

夕
■
た
だ
し
、
特
に
主
管
団
体
（
日

本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
指
導
委
員

会
）
で
認
め
ら
れ
た
場
合
は
こ
の

限
り
で
な
い
。

●
申
込
方
法
＝
各
都
道
府
県
協
会

を
通
し
て
、
参
加
者
負
担
金

一
人

三
千
円
を
添
え
、
９
月
３０
日
ま
で

に
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
指
導

委
員
会
宛
申
し
込
む
こ
と

（申
込

金
は
返
済
し
な
い
）。

●
経
費
日
本
研
修
会
は
文
部
省
と

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
経
費

で
運
営
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
旅

費

（学
割
普
通
急
行
料
金
往
復
）

宿
泊
費

（三
泊
四
日
）
は
主
催
者

側
で
負
担
す
る
。

備
考
Ｈ
①
問
合
せ
事
項
は
、
日
本

協
会
指
導
委
員
会
委
員
長
と
す

ワ
０

。
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S‐74

由九一　由π

明され /
成 された/

プレーヤー が長 い間求 めていたオール スチール が

誕生 しま した。

従来 のオールスチール ラケ ッ トの利点 及び欠点 を

あ らゆる角度 か ら究明 され改良 を し今 ここに完成

され 皆様 の 目の前 に現 われ ま した。

ツインシャフ トの採 用によって、フレーム とシャフ ト

とのひね りが最 小限 に押 えられ 自由 自在 なシ ョッ ト

を楽 しむ事 が出来 るで しょう。

アタ ックによ し、 レシー プによ し、それが S-74
オール ラウン ドです。

◇ フ レームのみ (ケ ース付 )¥5′ 000
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ｌ
Ｊ
Ｊ
解

パ ワーーラケ ンヽト誕生〃
―― ハー ドヒッターにビッタリです″

オールマン
No.B‐ 73

KNASAぶ ・

精
選

さ
れ
た
木
材

の
画
期
的
加

工
技
術
を
開
発
。

５
プ

ラ
イ

フ
レ
ー
ム
の
合
板
精
度

と
、

ロ
ン
グ

で
強

靭
な

ツ
ル
ー
テ
ン
パ
ー

・
ク

ロ
ー
ム

モ
リ

ブ
デ

ン

シ
ャ
フ
ト
と

の
比
類
な

い
結
合
か
ら
生
れ
た
、
か

っ

て
な

い
パ

ワ
ー
と
バ
ラ
ン
ス
。

一
瞬

の
攻
撃
力

に
か
け
る
プ

レ
イ
ャ
ー
待
望

の
力
強

い
ラ
ケ

ッ
ト
が

っ
い
に
誕
生
し
ま
し
た
。

世
界

の
檜
舞
台

で
信
頼
さ
れ
、
活
躍
す
る
カ
ワ
サ
キ

の
新
製
品
″
オ
ー
ル
マ
ン
″
を
ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 株 式 会 社

東 京 都 r,彙 ド r)束 22851:1(83い 9161(代 入 )
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/


